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このドキュメントでは異なるプラットフォームでの Python環境のセットアップの一般的な方法、インタプリ

タの起動と Pythonでの作業を楽にする方法を説明します。
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第 1章

コマンドラインと環境

CPythonインタプリタはコマンドラインと環境を読み取って様々な設定を行ないます。

他の実装のコマンドラインスキームは CPythonとは異なります。さらなる情報は implementationsを参照して

ください。

1.1 コマンドライン

Pythonを起動するとき、以下のうち任意のオプションを指定できます:

python [-bBdEiOQsRStuUvVWxX3?] [-c command | -m module-name | script | - ] [args]

もちろん、もっとも一般的な利用方法は、単純にスクリプトを起動することです:

python myscript.py

1.1.1 インターフェイスオプション

インタプリタのインターフェイスは UNIXシェルのものに似ていますが、より多くの起動方法を提供してい

ます:

• tty デバイスに接続された標準入力とともに起動された場合、 EOF (end-of-file 文字。 UNIX では

Ctrl-Dで、Windowsでは Ctrl-Z, Enterで入力可能)を受け取るまで、コマンドを受け取り、そ

れを実行します。

• ファイル名引数か、標準入力としてファイルを渡された場合、そのファイルからスクリプトを読み込ん

で実行します。

• ディレクトリ名を引数に受け取った場合、そのディレクトリから適切な名前のスクリプトファイルを読

み込んで実行します。

• -c コマンドオプションを利用して起動された場合、コマンドとして渡された Pythonの文を実行し

ます。コマンドの部分には改行で区切られた複数行を指定することもできます。行の先頭の空白文字

は Python文の重要要素です！
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• -m モジュール名として Pythonモジュールパスにあるモジュールを指定された場合、そのモジュール

をスクリプトとして実行します。

非インタラクティブモードでは、入力の全体が実行前にパースされます。

インタプリタによって消費されるオプションリストが終了したあと、継続する全ての引数は sys.argvに渡

ります。 –ただし、添字 0の先頭要素 (sys.argv[0])はプログラムのソース自体を示す文字列です。

-c <command>

command 内の Pythonコードを実行します。 command は改行によって区切られた 1行以上の文です。

通常のモジュールのコードと同じく、行頭の空白文字は意味を持ちます。

このオプションが指定された場合、 sys.argvの最初の要素は "-c"になり、カレントディレクトリ

が sys.pathの先頭に追加されます (そのディレクトリにあるモジュールをトップレベルモジュール

として import出来るようになります)。

-m <module-name>

sys.pathから指定されたモジュール名のモジュールを探し、その内容を main モジュールとして

実行します。

引数は module名なので、拡張子 (.py)を含めてはいけません。 module-nameは有効な Pythonのモ

ジュール名であるべきですが、実装がそれを強制しているとは限りません (例えば、ハイフンを名前に

含める事を許可するかもしれません)。

パッケージ名を指定することもできます。通常のモジュールの代わりにパッケージ名を指定された場

合、インタープリタは <pkg>. main をメインモジュールとして実行します。この動作はインター

プリタのスクリプト引数としてディレクトリや zipファイルを指定された時の動作と意図的に似せてい

ます。

注釈: このオプションはビルトインモジュールや C で書かれた拡張モジュールには利用できません。

Pythonモジュールファイルを持っていないからです。しかし、コンパイル済みのモジュールは、たと

え元のソースファイルがなくても利用可能です。

このオプションが指定された場合、 sys.argvの先頭要素はモジュールファイルのフルパスになりま

す。 -cオプションのように、カレントディレクトリが sys.pathの先頭に追加されます。

多くの標準ライブラリモジュールにはスクリプトとして実行された時のためのコードがあります。例え

ば、 timeitモジュールは次のように実行可能です:

python -mtimeit -s 'setup here' 'benchmarked code here'

python -mtimeit -h # for details

参考:

runpy.run module() Pythonコードで直接使える等価な機能

PEP 338 -モジュールをスクリプトとして実行する

4 第 1 章コマンドラインと環境
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バージョン 2.4で追加.

バージョン 2.5で変更: パッケージ内のモジュールを指定できるようになりました。

バージョン 2.7で変更: パッケージ名を指定したときに main サブモジュールを実行するようにし

ました。そのモジュールを検索している間の sys.argv[0]は "-m"に設定されるようになりました。 (以

前は間違って "-c"が設定されていました)

-

標準入力 (sys.stdin) からコマンドを読み込みます。標準入力がターミナルだった場合、暗黙的に

-iオプションが指定されます。

このオプションが指定された場合、 sys.argv の最初の要素は "-" で、カレントディレクトリが

sys.pathの先頭に追加されます。

参考:

runpy.run path() Pythonコードで直接使える等価な機能

<script>

script 内の Python コードを実行します。 script は、Python ファイル、 main .py ファイルがある

ディレクトリ、 main .pyファイルがある zipファイルのいずれかの、ファイルシステム上の (絶対

または相対)パスでなければなりません。

このオプションが指定された場合、 sys.argvの最初の要素はコマンドラインで指定されたスクリプ

ト名になります。

スクリプト名が Python ファイルを直接指定していた場合、そのファイルを含むディレクトリが

sys.pathの先頭に追加され、そのファイルは main モジュールとして実行されます。

スクリプト名がディレクトリか zipファイルを指定していた場合、スクリプト名が sys.pathに追加

され、その中の main .pyファイルが main モジュールとして実行されます。

バージョン 2.5で変更: トップレベルに main .pyファイルを持つディレクトリや zipファイルが有

効な Pythonスクリプトとなりました。

インターフェイスオプションが与えられなかった場合、 -iが暗黙的に指定され、 sys.argv[0]は空白文

字列 ("")で、カレントディレクトリが sys.pathの先頭に追加されます。

参考:

tut-invoking

1.1.2 一般オプション

-?

-h

--help

全コマンドラインオプションの短い説明を出力します。

1.1. コマンドライン 5
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バージョン 2.5で変更: --help形式

-V

--version

Pythonのバージョン番号を表示して終了します。出力の例:

Python 2.5.1

バージョン 2.5で変更: --version形式

1.1.3 その他のオプション

-b

Issue a warning when comparing unicode with bytearray. Issue an error when the option is given

twice (-bb).

Note that, unlike the corresponding Python 3.x flag, this will not emit warnings for comparisons between

str and unicode. Instead, the str instance will be implicitly decoded to unicode and Unicode

comparison used.

バージョン 2.6で追加.

-B

Python は import したソースモジュールの .pyc や .pyo ファイルの作成を試みません。

PYTHONDONTWRITEBYTECODE 環境変数も参照してください。

バージョン 2.6で追加.

-d

パーサーのデバッグ出力を有効にします。(呪文を解する人だけ使ってください。コンパイルオプショ

ンに依存します)。 PYTHONDEBUG も参照してください。

-E

全ての PYTHON*環境変数を無視します。例えば、 PYTHONPATH や PYTHONHOME などです。

バージョン 2.2で追加.

-i

最初の引数にスクリプトが指定された場合や -cオプションが利用された場合、sys.stdinがターミ

ナルに出力されない場合も含めて、スクリプトかコマンドを実行した後にインタラクティブモードに入

ります。 PYTHONSTARTUP ファイルは読み込みません。

このオプションはグローバル変数や、スクリプトが例外を発生させるときにそのスタックトレースを調

べるのに便利です。 PYTHONINSPECT も参照してください。

-O

基本的な最適化を有効にします。コンパイル済み (bytecode)ファイルの拡張子を .pycから .pyoに

変更します。 PYTHONOPTIMIZE も参照してください。

6 第 1 章コマンドラインと環境
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-OO

-Oの最適化に加えて、ドキュメンテーション文字列の除去も行ないます。

-Q <arg>

除算制御。引数は以下のうち 1つでなければなりません:

old int/intと long/longの除算は、 intか longを返します。 (デフォルト)

new 新しい除算方式。 int/intや long/longの除算が floatを返します。

warn 古い除算方式で、 int/intや long/long除算に警告を表示します。

warnall 古い除算方式で、全ての除算演算子に対して警告を表示します。

参考:

Tools/scripts/fixdiv.py warnallを使っています.

PEP 238 – Changing the division operator

-R

ハッシュのランダム化をします。文字列、バイト列、datetimeオブジェクトの hash ()値は予測不

可能なランダム値で ”ソルト化”されます。ハッシュ値は単独の Pythonプロセス内では定数であり続

けますが、Pythonを繰り返し起動する毎に、予測できなくなります。

これは、慎重に選ばれた入力で辞書挿入の最悪性能 O(nˆ2) 複雑性を悪用することで引き起こされ

るサービス妨害 (denial-of-service) に対する保護を目的とするものです。詳細は http://www.ocert.org/

advisories/ocert-2011-003.htmlを参照してください。

ハッシュ値の変更は辞書からキーを取り出す順序に影響します。 Pythonはこの順序付けを保証してい

ませんが (そして通常 32-bitと 64-bitの間でも異なります)、たくさんの実世界でのコードが、ランダム

化がデフォルトで無効というこの保障されない振る舞いに、暗黙で依存しています。

PYTHONHASHSEED も参照してください。

バージョン 2.6.8で追加.

-s

user site-packages directoryを sys.pathに追加しません。

バージョン 2.6で追加.

参考:

PEP 370 – Per user site-packages directory

-S

siteモジュールのインポートを無効にし、そのモジュールで行われている場所独自の sys.path操

作を無効にします。

1.1. コマンドライン 7
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-t

ソースファイルが、タブ幅に依存して意味が変わるような方法でタブ文字とスペースを混ぜて含んでい

る場合に警告を発生させます。このオプションを 2重にする (-tt)とエラーになります。

-u

stdin, stdout, stderr のバッファを強制的に無効にします。関係するシステムでは、 stdin, stdout, stderr

をバイナリモードにします。

file.readlines() や bltin-file-objects (for line in sys.stdin) はこのオプションに影響

されない内部バッファリングをしています。これを回避したい場合は、 while 1: ループの中で

file.readline()します。

PYTHONUNBUFFERED も参照してください。

-v

モジュールが初期化されるたびに、それがどこ (ファイル名やビルトインモジュール)からロードされ

たのかを示すメッセージを出力します。二重に指定された場合 (-vv)は、モジュールを検索するとき

にチェックされた各ファイルに対してメッセージを出力します。また、終了時のモジュールクリーン

アップに関する情報も提供します。 PYTHONVERBOSE も参照してください。

-W arg

警告制御。 Pythonの警告機構はデフォルトでは警告メッセージを sys.stderrに出力します。典型

的な警告メッセージは次のような形式です:

file:line: category: message

デフォルトでは、各警告は発生したソース行ごとに一度だけ表示されます。このオプションは、警告を

どれくらいの頻度で表示するかを制御します。

複数の -W オプションを指定することができます。警告が 1つ以上のオプションとマッチしたときは、

最後にマッチしたオプションのアクションが有効になります。不正な -W オプションは無視されます

(最初の警告が発生したときに、不正なオプションに対する警告メッセージが表示されます)。

Python 2.7から、 DeprecationWarningとその子クラスはデフォルトで無視されます。 -Wdオプ

ションを指定して有効にすることができます。

警告は Pythonプログラムの中から warningsモジュールを利用して制御することができます。

引数の一番シンプルな形は、以下のアクション文字列 (かそのユニークな短縮形)を単体で利用するも

のです。

ignore 全ての警告を無視する。

default 明示的にデフォルトの動作 (ソース行ごとに 1度警告を表示する)を要求する。

all 警告が発生するたびに表示する (これは、ループの中などで同じソース行により繰り返し警告が

発生された場合に、大量のメッセージを表示します)。

module 各モジュールで最初に発生した警告を表示する。

once プログラムで最初に発生した警告だけを表示する。

8 第 1 章コマンドラインと環境
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error 警告メッセージを表示する代わりに例外を発生させる。

引数の完全形は次のようになります:

action:message:category:module:line

ここで、 action は上で説明されたものですが、残りのフィールドにマッチしたメッセージにだけ適

用されます。空のフィールドは全ての値にマッチします。空のフィールドの後ろは除外されます。

message フィールドは表示される警告メッセージの先頭に、大文字小文字を無視してマッチします。

categoryフィールドは警告カテゴリにマッチします。これはクラス名でなければなりません。 category

のマッチは、メッセージの実際の警告カテゴリーが指定された警告カテゴリーのサブクラスかどうか

をチェックします。完全なクラス名を指定しなければなりません。 module フィールドは、(完全正規

形 (fully-qualified)の)モジュール名に対してマッチします。このマッチは大文字小文字を区別します。

lineフィールドは行番号にマッチします。 0は全ての行番号にマッチし、省略した時と同じです。

参考:

warnings –警告モジュール

PEP 230 – Warning framework

PYTHONWARNINGS

-x

Unix以外の形式の #!cmdを使うために、ソースの最初の行をスキップします。これは、DOS専用の

ハックのみを目的としています。

-3

Warn about Python 3.x possible incompatibilities by emitting a DeprecationWarning for features that

are removed or significantly changed in Python 3 and can’t be detected using static code analysis.

バージョン 2.6で追加.

See /howto/pyporting for more details.

1.1.4 使うべきでないオプション

-J

Jythonのために予約されています。

-U

全ての文字列リテラルを、全部 unicodeにします。このオプションはあなたの世界を破壊してしまうか

もしれないので、このオプションを使おうとしないでください。これは、通常とは違うマジックナン

バーを使って .pycファイルを生成します。ファイルの先頭に次のように書いて、このオプションの代

わりにモジュール単位で unicodeリテラルを有効にできます。

from __future__ import unicode_literals

詳細は future を参照してください。

1.1. コマンドライン 9
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-X

別の Pythonの実装が独自の目的で利用するために予約されています。

1.2 環境変数

以下の環境変数は Python の挙動に影響します。環境変数は -E 以外のコマンドラインスイッチの前に処理さ

れます。衝突したときにコマンドラインスイッチが環境変数をオーバーライドするのは慣例です。

PYTHONHOME

標準 Python ライブラリの場所を変更します。デフォルトでは、ライブラリは prefix/lib/

pythonversionと exec prefix/lib/pythonversionから検索されます。ここで、 prefix

と exec prefix はインストール依存のディレクトリで、両方共デフォルトでは /usr/localです。

PYTHONHOMEが 1つのディレクトリに設定されている場合、その値は prefixと exec prefixの両

方を置き換えます。それらに別々の値を指定したい場合は、PYTHONHOMEを prefix:exec prefix

のように指定します。

PYTHONPATH

モジュールファイルのデフォルトの検索パスを追加します。この環境変数のフォーマットはシェルの

PATHと同じで、 os.pathsep (Unixならコロン、Windowsならセミコロン)で区切られた 1つ以上

のディレクトリパスです。存在しないディレクトリは警告なしに無視されます。

通常のディレクトリに加えて、 PYTHONPATH のエントリはピュア Pythonモジュール (ソース形式で

もコンパイルされた形式でも) を含む zip ファイルを参照することもできます。拡張モジュールは zip

ファイルの中から importすることはできません。

デフォルトの検索パスはインストール依存ですが、通常は prefix/lib/pythonversionで始まり

ます。 (上の PYTHONHOME を参照してください。)これは常に PYTHONPATH に追加されます。

上の インターフェイスオプション で説明されているように、追加の検索パスディレクトリが

PYTHONPATH の手前に追加されます。検索パスは Python プログラムから sys.path 変数として

操作することができます。

PYTHONSTARTUP

もし読込み可能ファイルの名前であれば、インタラクティブモードで最初のプロンプトを表示する前に

そのファイル内の Pythonコマンドを実行します。このファイルはインタラクティブコマンドが実行さ

れるのと同じ名前空間の中で実行されるので、このファイル内で定義されたり importされたオブジェク

トはインタラクティブセッションから制限無しに利用することができます。このファイルで sys.ps1

と sys.ps2を変更してプロンプトを変更することもできます。

PYTHONY2K

この変数に空でない文字列を設定すると、timeモジュールが文字列で指定される日付に 4桁の年を含

むことを要求するようになります。そうでなければ、2桁の年は timeモジュールのドキュメントに書

かれているルールで変換されます。

PYTHONOPTIMIZE

この変数に空でない文字列を設定するのは -O オプションを指定するのと等価です。整数を設定した場

10 第 1 章コマンドラインと環境
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合、 -Oを複数回指定したのと同じになります。

PYTHONDEBUG

この変数に空でない文字列を設定するのは -d オプションを指定するのと等価です。整数を指定した場

合、 -d を複数回指定したのと同じになります。

PYTHONINSPECT

この変数に空でない文字列を設定するのは -iオプションを指定するのと等価です。

この変数は Python コードから os.environ を使って変更して、プログラム終了時のインスペクト

モードを強制することができます。

PYTHONUNBUFFERED

この変数に空でない文字列を設定するのは -uオプションを指定するのと等価です。

PYTHONVERBOSE

この変数に空でない文字列を設定するのは -v オプションを指定するのと等価です。整数を設定した場

合、 -v を複数回指定したのと同じになります。

PYTHONCASEOK

この環境変数が設定されていると、 Python は import 文で大文字/小文字を区別しません。 これは

Windows, OS X, OS/2, RiscOSでのみ動作します。

PYTHONDONTWRITEBYTECODE

この環境変数が設定されていると、Pythonはソースモジュールの import時に .pyc, .pyoファイルを

生成しません。これは -Bオプションを指定したのと等価です。

バージョン 2.6で追加.

PYTHONHASHSEED

この変数が randomに設定された場合 -Rを指定するのと同じ効果が得られます: 乱数値が str、bytes

ならびに datetimeオブジェクトのハッシュのシードに使われます。

PYTHONHASHSEED が整数値に設定された場合、その値はハッシュランダム化が扱う型の hash()生成

の固定シードに使われます。

その目的は再現性のあるハッシュを可能にすることです。例えばインタープリタ自身の自己テストや

Pythonプロセスのクラスタでハッシュ値を共有するのに用います。

整数は [0,4294967295]の十進数でなければなりません。0を指定するとハッシュはハッシュランダム

化を無効にしたのと同じ値になります。

バージョン 2.6.8で追加.

PYTHONIOENCODING

stdin/stdout/stderr の エ ン コ ー デ ィ ン グ を 強 制 し ま す 。シ ン タ ッ ク ス は

encodingname:errorhandler です。 :errorhandler の部分はオプションで、 str.

encode()の引数と同じ意味です。

バージョン 2.6で追加.

1.2. 環境変数 11
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PYTHONNOUSERSITE

この環境変数が設定されている場合、 Python は ユーザ site-packages ディレクトリ を sys.

pathに追加しません。

バージョン 2.6で追加.

参考:

PEP 370 – Per user site-packages directory

PYTHONUSERBASE

user base directory を設定します。これは python setup.py install --user 時に

user site-packages directory と Distutils installation paths のパスを計算するのに使われ

ます。

バージョン 2.6で追加.

参考:

PEP 370 – Per user site-packages directory

PYTHONEXECUTABLE

この環境変数が設定された場合、 sys.argv[0]に、Cランタイムから取得した値の代わりにこの環

境変数の値が設定されます。Mac OS Xでのみ動作します。

PYTHONWARNINGS

これは -W オプションと等価です。カンマ区切りの文字列を設定するのは -W を複数回指定するのと等

価です。

PYTHONHTTPSVERIFY

この環境変数が 0 に設定されていた場合、 ssl が初めてインポートされたときに ssl.

https verify certificates()を enable=Falseで暗黙的に呼び出したのと同じことになり

ます。

詳細は ssl. https verify certificates()の説明を参照してください。

バージョン 2.7.12で追加.

1.2.1 デバッグモード変数

以下の環境変数は、--with-pydebugビルドオプションを指定して構成されたデバッグビルド版の Python

でのみ効果があります。

PYTHONTHREADDEBUG

設定された場合、 Pythonはスレッドデバッグ情報を表示します。

バージョン 2.6で変更: 以前は、この変数は THREADDEBUGという名前でした。

PYTHONDUMPREFS

設定された場合、 Pythonはインタプリタのシャットダウン後に残っているオブジェクトとリファレン

12 第 1 章コマンドラインと環境
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スカウントをダンプします。

PYTHONMALLOCSTATS

設定された場合、Pythonは、新しいオブジェクトアリーナを作成するときと、シャットダウン時に、メ

モリアロケーション統計情報を表示します。

PYTHONSHOWALLOCCOUNT

If set and Python was compiled with COUNT ALLOCS defined, Python will dump allocations counts into

stderr on shutdown.

バージョン 2.7.15で追加.

PYTHONSHOWREFCOUNT

If set, Python will print the total reference count when the program finishes or after each statement in the

interactive interpreter.

バージョン 2.7.15で追加.

1.2. 環境変数 13
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第 2章

Unix プラットフォームで Python を使う

2.1 最新バージョンの Python の取得とインストール

2.1.1 Linux

ほとんどの Linux ディストリビューションでは Python はプリインストールされており、それ以外でもパッ

ケージとして利用可能です。しかし、ディストリビューションのパッケージでは利用したい機能が使えない場

合があります。最新版の Pythonをソースから簡単にコンパイルすることができます。

Pythonがプリインストールされておらず、リポジトリにも無い場合、ディストリビューション用のパッケー

ジを簡単につくることができます。以下のリンクを参照してください:

参考:

https://www.debian.org/doc/manuals/maint-guide/first.en.html Debianユーザー向け

https://en.opensuse.org/Portal:Packaging OpenSuseユーザー向け

https://docs.fedoraproject.org/en-US/Fedora Draft Documentation/0.1/html/RPM Guide/ch-creating-rpms.html

Fedoraユーザー向け

http://www.slackbook.org/html/package-management-making-packages.html Slackwareユーザー向け

2.1.2 FreeBSD と OpenBSD

• FreeBSDユーザーが Pythonパッケージを追加するには次のようにしてください:

pkg install python3

• OpenBSDユーザーが Pythonパッケージを追加するには次のようにしてください:

pkg_add -r python

pkg_add ftp://ftp.openbsd.org/pub/OpenBSD/4.2/packages/<insert your

↪→architecture here>/python-<version>.tgz

https://www.debian.org/doc/manuals/maint-guide/first.en.html
https://en.opensuse.org/Portal:Packaging
https://docs.fedoraproject.org/en-US/Fedora_Draft_Documentation/0.1/html/RPM_Guide/ch-creating-rpms.html
http://www.slackbook.org/html/package-management-making-packages.html
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例えば、i386ユーザーが Python 2.5.1を取得するには次のようにします:

pkg_add ftp://ftp.openbsd.org/pub/OpenBSD/4.2/packages/i386/python-2.5.1p2.tgz

2.1.3 OpenSolaris

OpenCSW から Python を入手することができます。 Python の様々なバージョンが利用可能でインストール

することができます。e.g. pkgutil -i python27.

2.2 Python のビルド

CPython を自分でコンパイルしたい場合は、まず ソース を入手します。最新リリース版のソースをダウン

ロード、あるいはソースリポジトリから新しくクローンを作成してください。(パッチの作成に貢献したい場

合はクローンが必要になるでしょう。)

ビルドは通常次の手順で行います

./configure

make

make install

configureのオプションや特定の Unixプラットフォームにおける注意点は Pythonソースツリーのルートにあ

る READMEに細かく記載されています。

警告: make install は python バイナリを上書きまたは覆い隠すかもしれません。そのため、

make install の代わりに exec prefix/bin/pythonversion しかインストールしない make

altinstallが推奨されます。

2.3 Python に関係するパスとファイル

これらはローカルインストールの慣例に応じて変化します; prefix (${prefix}) と exec prefix

(${exec prefix}) はインストール状況に依存していて、GNU ソフトウェアによって解釈されます; こ

の二つは同じである場合があります。

例えば、ほとんどの Linuxシステムでは、両方のデフォルトが /usrです。
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ファイル/ディレクトリ 意味

exec prefix/bin/python インタプリタの推奨される場所

prefix/lib/pythonversion,

exec prefix/lib/

pythonversion

標準モジュールを格納するディレクトリの、推奨される場所。

prefix/include/

pythonversion, exec prefix/

include/pythonversion

Python 拡張や Python の埋込みに必要となる include ファイルを

格納するディレクトリの推奨される場所。

˜/.pythonrc.py ユーザモジュールによってロードされる、ユーザ固有の初期設

定ファイル。デフォルトでは使われませんし、ほとんどのアプリ

ケーションは利用しません。

2.4 その他

Pythonスクリプトを Unixで簡単に使うためには、例えば次のようにしてスクリプトを実行可能ファイルにし

$ chmod +x script

適切な shebang行をスクリプトの先頭に置きます。たいていの場合良い方法は

#!/usr/bin/env python

で、 PATH全体から Pythonインタプリタを探します。しかし、幾つかの Unixは envコマンドをもっていな

いので、インタプリタのパスを /usr/bin/python のようにハードコードしなければならないかもしれま

せん。

シェルコマンドを Pythonスクリプトから使うには、 subprocessモジュールを参照してください。

2.5 エディタと IDE

Pythonプログラミング言語をサポートする IDEはたくさんあります。多くのエディタや IDEにはシンタック

スハイライト機能、デバッグツール、 PEP 8チェック機能があります。

包括的な一覧を見るには、 Python Editorsや Integrated Development Environmentsを訪れてください。

2.4. その他 17

https://www.python.org/dev/peps/pep-0008
https://wiki.python.org/moin/PythonEditors
https://wiki.python.org/moin/IntegratedDevelopmentEnvironments
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第 3章

Windowsで Python を使う

このドキュメントは、 Pythonを Microsoft Windowsで使うときに知っておくべき、Windows独特の動作に

ついての概要を伝えることを目的としています。

3.1 Python のインストール

ほとんどの Unixシステムやサービスと異なり、Windowsは Pythonに依存しておらず、プリインストールの

Python はありません。しかし、CPython チームは長年にわたり、コンパイル済みの Windows インストーラ

(MSIパッケージ)をリリース毎に用意しています。

Pythonの継続的な開発の中で、過去にサポートされていた幾つかのプラットフォームが (ユーザーや開発者の

不足のために)サポートされなくなっています。全てのサポートされないプラットフォームについての詳細は

PEP 11をチェックしてください。

• DOSとWindows 3.xは Python 2.0から廃止予定になり、Python 2.1でこれらのシステム専用のコード

は削除されました。

• 2.5まで、 PythonはWindows 95, 98, MEで動きました (ですが、すでにインストール時に廃止予定の

警告を出していました)。 Python 2.6 (とその後の全てのリリース)は、これらの OSのサポートが止め

られ、新しいリリースはWindows NTファミリーしか考慮されていません。

• Windows CEは今でもサポートされています。

• Cygwinインストーラも Pythonインタープリタのインストールを提供しています。(cf. Cygwin package

source, Maintainer releases)

コンパイル済みインストーラが提供されているプラットフォームについての詳細な情報は Python for Windows

(and DOS)を参照してください。

参考:

Python on XP ”7 Minutes to ”Hello World!”” by Richard Dooling, 2006

Installing on Windows in ”Dive into Python: Python from novice to pro” by Mark Pilgrim, 2004, ISBN 1-

59059-356-1

https://www.python.org/download/releases/
https://www.python.org/dev/peps/pep-0011
http://pythonce.sourceforge.net/
https://cygwin.com/
ftp://ftp.uni-erlangen.de/pub/pc/gnuwin32/cygwin/mirrors/cygnus/release/python
ftp://ftp.uni-erlangen.de/pub/pc/gnuwin32/cygwin/mirrors/cygnus/release/python
http://www.tishler.net/jason/software/python/
https://www.python.org/download/windows/
https://www.python.org/download/windows/
http://dooling.com/index.php/2006/03/14/python-on-xp-7-minutes-to-hello-world/
http://www.diveintopython.net/installing_python/windows.html
http://www.diveintopython.net/
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For Windows users in ”Installing Python” in ”A Byte of Python” by Swaroop C H, 2003

3.2 別のバンドル

標準の CPythonの配布物の他に、追加の機能を持っている修正されたパッケージがあります。以下は人気の

あるバージョンとそのキーとなる機能です:

ActivePython マルチプラットフォーム互換のインストーラー、ドキュメント、 PyWin32

Enthought Python Distribution (PyWin32などの)人気のあるモジュールとそのドキュメント、Pythonの拡

張をビルドするためのツールスイート

これらのパッケージは 古い バージョンの Python をインストールするかもしれないことに気をつけてくだ

さい。

3.3 Python を構成する

Pythonを完全に動かすために、幾つかの環境設定を変更しなければならないかもしれません。

3.3.1 補足: 環境変数の設定

Windowsは環境変数を変更するためのビルトインのダイアログを持っています。 (以降のガイドは XPのクラ

シカルビューに適用されます。)マシンのアイコン (たいていデスクトップにあって ”マイコンピュータ”と呼

ばれます)を右クリックして、そこにあるプロパティを選択します。詳細設定タブを開いて、環境変数ボタ

ンをクリックします。

ここまでのパスをまとめると:

マイコンピュータ→プロパティ→詳細設定→環境変数

このダイアログで、ユーザーとシステムの環境変数を追加したり修正できます。システム変数を変更するに

は、マシンへの無制限アクセス (管理者権限)が必要です。

環境に変数を追加するもう一つの方法は、 setコマンドを使うことです:

set PYTHONPATH=%PYTHONPATH%;C:\My_python_lib

この設定を永続化するために、このコマンドラインを autoexec.bat に追加することができます。

msconfigはこのファイルを編集する GUIです。

もっと直接的な方法で環境変数を見ることができます。コマンドプロンプトはパーセント記号で囲まれた文字

列を自動的に展開します:

echo %PATH%

この動作についての詳細は set /?を見てください。
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参考:

https://support.microsoft.com/kb/100843 Windows NTの環境変数

https://support.microsoft.com/kb/310519 Windows XPでの環境変数の管理方法

https://www.chem.gla.ac.uk/∼louis/software/faq/q1.html Setting Environment variables, Louis J. Farrugia

3.3.2 Python 実行ファイルを見つける

スタートメニューに自動的に作られた Python interpreterのメニューエントリを使うのと別に、DOSプロンプ

トから Pythonを実行したいかもしれません。そのためには、 %PATH%環境変数に Pythonディストリビュー

ションのディレクトリを、セミコロンで他のエントリと区切って含めるように設定する必要があります。変数

の設定例は次のようになります (最初の 2つのエントリがWindowsのデフォルトだと仮定します):

C:\WINDOWS\system32;C:\WINDOWS;C:\Python25

コマンドプロンプトから pythonをタイプすると、 Pythonインタプリタを起動します。これで、スクリプト

をコマンドラインオプション付きで実行することも可能です。コマンドラインドキュメントを参照してくだ

さい。

3.3.3 モジュールの検索

Python は通常そのライブラリ (と site-packages フォルダ) をインストールしたディレクトリに格納します。

そのため、 Pythonを C:\Python\ディレクトリにインストールしたとすると、デフォルトのライブラリは
C:\Python\Lib\ に存在し、サードパーティーのモジュールは C:\Python\Lib\site-packages\ に
格納することになります。

以下は、Windowsで sys.pathが構築される方法です:

• 最初に空のエントリが追加されます。これはカレントディレクトリを指しています。

• その次に、 PYTHONPATH 環境変数が存在するとき、環境変数で解説されているように追加されます。

Windowsではドライブ識別子 (C:\など)と区別するために、この環境変数に含まれるパスの区切り文

字はセミコロンでなければならない事に注意してください。

• 追加で ”アプリケーションのパス” を HKEY CURRENT USER か HKEY LOCAL MACHINE の中の

\SOFTWARE\Python\PythonCore{version}\PythonPath のサブキーとして登録することが
できます。サブキーはデフォルト値としてセミコロンで区切られたパス文字列を持つことができ、書

くパスが sys.path に追加されます。 (既存のインストーラーは全て HKLM しか利用しないので、

HKCUは通常空です)

• PYTHONHOME が設定されている場合、それは ”Python Home” として扱われます。それ以外の場合、

”Python Home”を推定するために Pythonの実行ファイルのパスから ”目標ファイル” (Lib\os.py)が

探されます。 Python homeが見つかった場合、そこからいくつかのサブディレクトリ (Lib, plat-win,

など)が sys.pathに追加されます。見つからなかった場合、 core Python pathはレジストリに登録さ

れた PythonPathから構築されます。
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• Python Homeが見つからず、環境変数 PYTHONPATH が指定されず、レジストリエントリが見つからな

かった場合、関連するデフォルトのパスが利用されます (例: .\Lib;.\plat-winなど)。

結果としてこうなります:

• python.exe かそれ以外の Python ディレクトリにある .exe ファイルを実行したとき (インストール

されている場合でも PCbuildから直接実行されている場合でも) core pathが利用され、レジストリ内の

core pathは無視されます。それ以外のレジストリの ”application paths”は常に読み込まれます。

• Python が他の .exe ファイル (他のディレクトリに存在する場合や、COM 経由で組み込まれる場合な

ど)にホストされている場合は、 ”Python Home”は推定されず、レジストリにある core pathが利用さ

れます。それ以外のレジストリの ”application paths”は常に読み込まれます。

• Python が Python home ディレクトリを見つけられずレジストリも存在しない場合 (例: freeze された

.exe,いくつかのとても奇妙なインストール構成)、デフォルトの、ただし相対パスが利用されます。

3.3.4 スクリプトを実行する

Pythonスクリプト (.py拡張子を持ったファイル)はデフォルトで python.exeに起動されます。この実行

ファイルは、プログラムが GUIを使う場合でもターミナルを開きます。ターミナル無しでスクリプトを実行

したい場合は、拡張子 .pyw を使うとそのスクリプトがデフォルトでは pythonw.exe で実行されるよう

になります。 (2つの実行ファイルは両方とも Pythonをインストールしたディレクトリの直下にあります。)

pythonw.exeは起動時にターミナルを開きません。

全ての .pyスクリプトを pythonw.exeで実行するように設定することもできます。例えば (管理者権限が

必要):

1. コマンドプロンプトを起動する。

2. .pyスクリプトに正しいファイルグループを関連付ける:

assoc .py=Python.File

3. 全ての Pythonファイルを新しい実行ファイルにリダイレクトする:

ftype Python.File=C:\Path\to\pythonw.exe "%1" %*

3.4 追加のモジュール

Pythonは全プラットフォーム互換を目指していますが、Windowsにしかないユニークな機能もあります。標

準ライブラリと外部のライブラリの両方で、幾つかのモジュールと、そういった機能を使うためのスニペット

があります。

Windows固有の標準モジュールは、 mswin-specific-servicesに書かれています。
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3.4.1 PyWin32

Mark Hammondによって開発された PyWin32モジュールは、進んだWindows専用のサポートをするモジュー

ル群です。このモジュールは以下のユーティリティを含んでいます:

• Component Object Model (COM)

• Win32 API呼び出し

• レジストリ

• イベントログ

• Microsoft Foundation Classes (MFC)ユーザーインターフェイス

PythonWin は PyWin32 に付属している、サンプルの MFC アプリケーションです。これはビルトインのデ

バッガを含む、組み込み可能な IDEです。

参考:

Win32 How Do I...? by Tim Golden

Python and COM by David and Paul Boddie

3.4.2 Py2exe

Py2exeは distutils拡張 (extending-distutilsを参照)で、 PythonスクリプトをWindows実行可能プログ

ラム (*.exeファイル)にラップします。これを使えば、ユーザーに Pythonのインストールをさせなくても、

アプリケーションを配布することができます。

3.4.3 WConio

Pythonの進んだターミナル制御レイヤである cursesは、 Unixライクシステムでしか使うことができませ

ん。逆にWindows専用のライブラリ、Windows Console I/O for Pythonがあります。

WConioは Turbo-Cの CONIO.Hのラッパーで、テキストユーザーインタフェースを作成するために利用する

ことができます。

3.5 Windows 上で Python をコンパイルする

CPythonを自分でコンパイルしたい場合、最初にするべきことはソースを取得することです。最新リリース

版のソースか、新しいチェックアウトをダウンロードすることができます。

公式の Pythonリリースをビルドするのに使われているMicrosoft Visual C++コンパイラのために、ソースツ

リーはソリューション・プロジェクトファイルを含んでいます。適切なディレクトリにある readme.txtを

参照してください。
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ディレクトリ MSVC バージョン Visual Studio バージョン

PC/VC6/ 6.0 97

PC/VS7.1/ 7.1 2003

PC/VS8.0/ 8.0 2005

PCbuild/ 9.0 2008

これらのビルドディレクトリの全てが完全にサポートされているわけではありません。使用しているバージョ

ンの公式リリースが利用しているコンパイラのバージョンについては、リリースノートを参照してください。

ビルドプロセスに関する一般的な情報は PC/readme.txtをチェックしてください。

拡張モジュールについては、 building-on-windowsを参照してください。

参考:

Python + Windows + distutils + SWIG + gcc MinGW or ”Creating Python extensions in C/C++ with SWIG

and compiling them with MinGW gcc under Windows” or ”Installing Python extension with distutils and

without Microsoft Visual C++” by Sbastien Sauvage, 2003

MingW – Python extensions by Trent Apted et al, 2007

3.6 その他のリソース

参考:

Python Programming On Win32 ”Help for Windows Programmers” by Mark Hammond and Andy Robinson,

O’Reilly Media, 2000, ISBN 1-56592-621-8

A Python for Windows Tutorial by Amanda Birmingham, 2004
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第 4章

Macintosh で Python を使う

著者 Bob Savage <bobsavage@mac.com>

Mac OS Xが動作しているMacintosh上の Pythonは原則的には他の Unixプラットフォーム上の Pythonと非

常によく似ていますが、 IDEやパッケージ・マネージャなどの指摘すべき追加要素があります。

Mac固有のモジュールは、 mac-specific-servicesに書かれています。

Mac OS 9 もしくはそれ以前の Mac 上の Python は Unix や Windows 上の Python とは大きく掛け離れてい

ますが、そのプラットフォームは既にサポートされておらずこのマニュアルで扱う範囲を越えているので、

Python 2.4以降を扱うことにします。Mac OS 9用の最新のバージョン 2.3リリースのインストーラやそのド

キュメントについては http://www.cwi.nl/∼jack/macpythonを参照してください。

4.1 MacPython の入手とインストール

Mac OS X 10.8 には Apple によって Python 2.7 がプリインストールされています。Python の Web サイト

(https://www.python.org) から最新バージョンの Python を取得しインストールすることもできます。新しい

Intelの CPUでも古い PPCの CPUでもネイティブに動作する ”ユニバーサル・バイナリ”ビルドの最新のも

のがあります。

インストールを行うといくつかのものが手に入ります:

• Applicationsフォルダにある MacPython 2.7フォルダ。公式の Pythonディストリビューショ

ンに含まれる開発環境 IDLE; Finder から Python スクリプトをダブルクリックしたときに起動する

PythonLauncher; Python スクリプトを単独のアプリケーションに変換する ”Build Applet” ツールがこ

こにあります。

• Python 実行ファイルやライブラリを含む /Library/Frameworks/Python.framework フレー

ムワーク。インストーラはシェルのパスにこの場所を追加します。 MacPython をアンインストール

するには、これら 3 つを削除すればよいだけです。 Python 実行ファイルへのシンボリックリンクは

/usr/local/bin/に置かれています。

Apple が提供している Python は /System/Library/Frameworks/Python.framework と /usr/

bin/python にそれぞれインストールされています。これらは Apple が管理しているものであり Apple や

サードパーティのソフトウェアが使用するので、編集したり削除してはいけません。 python.orgから新しい

mailto:bobsavage@mac.com
http://www.cwi.nl/~jack/macpython
https://www.python.org
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バージョンの Pythonをインストールすることにした場合には、異なるが動作する 2つの Python環境があな

たのコンピュータにあることに注意し、パスの設定や Pythonの使い方と実際にしたいこととが食い違ってい

ないことが重要です。

IDLEにはヘルプメニューがあり Pythonのドキュメントにアクセスすることができます。もし Pythonが全く

の初めての場合にはドキュメントのチュートリアルを最初から読み進めることをおすすめします。

もし他の Unixプラットフォーム上の Pythonに慣れている場合は Unixシェルからの Pythonスクリプトの実

行についての節を読むことをおすすめします。

4.1.1 Python スクリプトの実行方法

Mac OS Xで Pythonを始める最良の方法は統合開発環境である IDLEを使うことです、 IDE節を参照し IDE

を実行しているときにヘルプメニューを使ってください。

もし Python スクリプトをターミナルのコマンドラインや Finder から実行したい場合は最初にエディ

タでスクリプトを作る必要があります。 Mac OS X には vim や emacs などの Unix の標準のライ

ンエディタが備わっています。もしもっと Mac らしいエディタが欲しい場合には、Bare Bones Soft-

ware (http://www.barebones.com/products/bbedit/index.htmlを参照)の BBEditや TextWranglerもしくは

TextMate (https://macromates.com/) は良い選択候補です。他には Gvim (http://macvim.org) や Aquamacs

(http://aquamacs.org/)などがあります。

ターミナルからスクリプトを実行するには /usr/local/binがシェルのパスに含まれていることを確認し

てください。

Finderからスクリプトを実行するのには 2つの方法があります:

• PythonLauncherへドラッグする

• Finderの情報ウィンドウから PythonLauncherをそのスクリプト (もしくは .pyスクリプト全て)を

開くデフォルトのアプリケーションとして選び、スクリプトファイルをダブルクリックしてください。

PythonLauncherの環境設定にはどのようにスクリプトを実行するかを管理する様々な設定があり

ます。 option キーを押しながらドラッグすることで実行するごとにこれらの設定を変えられますし、

環境設定メニューから全ての実行に対して設定変更することもできます。

4.1.2 GUI でスクリプトを実行

古いバージョンの Pythonについて、気を付けておくべきMac OS Xの癖があります: Aquaウィンドウマネー

ジャとやりとりをする (別の言い方をすると GUI を持つ) プログラムは特別な方法で実行する必要がありま

す。そのようなスクリプトを実行するには pythonではな pythonwを使ってください。

Python 2.7では、 pythonも pythonwも使えます。
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4.1.3 Configuration

OS X 上の Python では PYTHONPATH のような全ての標準の Unix 環境変数が使えますが、Finder からプロ

グラムを起動する場合このような環境変数を設定する方法は非標準であり Finder は起動時に .profile や

.cshrc を読み込みません。 ˜/.MacOSX/environment.plist ファイルを作る必要があります。詳細

については Appleの Technical Document QA1067を参照してください。

MacPythonの Pythonパッケージのインストールについてのさらなる情報は、追加の Pythonパッケージのイ

ンストール節を参照してください。

4.2 IDE

MacPythonには標準の IDLE開発環境が付いてきます。https://hkn.eecs.berkeley.edu/∼dyoo/python/idle intro/

index.htmlに IDLEを使うための良い入門があります。

4.3 追加の Python パッケージのインストール

追加の Pythonパッケージをインストールする方法がいくつかあります:

• パッケージは Python の標準の distutils モードを使ってインストールすることができます (python

setup.py install)。

• 多くのパッケージは setuptools 拡張や pip ラッパーを使ってもインストールできます。 https:

//pip.pypa.io/を参照してください。

4.4 Mac での GUI プログラミング

PythonでMac上の GUIアプリケーションをビルドする方法がいくつかあります。

PyObjCはMacの最新の開発基盤である Appleの Objective-C/Cocoaフレームワークへの Pythonバインディ

ングです。PyObjCの情報は https://pythonhosted.org/pyobjc/にあります。

Python標準の GUIツールキットは、クロスプラットフォームの Tkツールキット (https://www.tcl.tk)上に構

築された Tkinter です。 Tk の Aqua ネイティブバージョンは Apple が OS X にバンドルしており、最新

バージョンは https://www.activestate.comからダウンロードおよびインストールできます; またソースからビ

ルドすることもできます。

wxPythonは別の人気のあるクロスプラットフォームの GUIツールキットでMac OS X上でネイティブに動作

します。パッケージとドキュメントは http://www.wxpython.orgから利用できます。

PyQtは別の人気のあるクロスプラットフォームの GUIツールキットでMac OS X上でネイティブに動作しま

す。詳しい情報は https://riverbankcomputing.com/software/pyqt/introにあります。

4.2. IDE 27
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4.5 Mac 上の Python アプリケーションの配布

フォルダMacPython 2.7にある ”Built Applet”ツールはあなたのマシンの小さな Pythonスクリプトを標準の

Macアプリケーションとして実行できるようなパッケージを作るのに優れています。しかし、このツールは

Pythonアプリケーションを他のユーザに配布するのには向いていません。

Mac 上の単独の Python アプリケーションをデプロイする標準のツールは py2app です。 py2app のインス

トールと使用法に関する情報は http://undefined.org/python/#py2appにあります。

4.6 他のリソース

MacPythonメーリングリストはMacでの Pythonユーザや開発者にとって素晴しいサポートリソースです:

https://www.python.org/community/sigs/current/pythonmac-sig/

他の役に立つリソースはMacPython wikiです:

https://wiki.python.org/moin/MacPython
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付録 A

用語集

>>> インタラクティブシェルにおけるデフォルトの Python プロンプトです。インタプリタでインタラク

ティブに実行されるコード例でよく出てきます。

... インタラクティブシェルにおいて、インデントされたコードブロック、対応する左右の区切り文字の組

(丸括弧 ()、角括弧 []、波括弧 {}、三重引用符)の内側、デコレーターの後に、コードを入力する際に表

示されるデフォルトの Pythonプロンプトです。

2to3 Python 2.xのコードを Python 3.xのコードに変換するツールです。ソースコードを解析してその解析

木を巡回 (traverse)することで検知できる、非互換性の大部分を処理します。

2to3は標準ライブラリの lib2to3として利用できます。単体のツールとしての使えるスクリプトが

Tools/scripts/2to3として提供されています。 2to3-referenceを参照してください。

abstract base class (抽象基底クラス) abstract-base-classesは duck-typingを補完するもので、hasattr()

などの別のテクニックでは不恰好になる場合にインタフェースを定義する方法を提供します。 Python

は沢山のビルトイン ABCsを、(collectionsモジュールで)データ構造、 (numbersモジュールで)

数値型、(ioモジュールで)ストリーム型で提供いています。 abcモジュールを利用して独自の ABC

を作成することもできます。

argument 関数を呼び出す際に、 function (または method)に渡す値です。引数には２種類あります。

• キーワード引数: 関数呼び出しの際に引数の前に識別子がついたもの (例: name=)や、 **に続け

た辞書の中の値として渡された引数。例えば、次の complex()の呼び出しでは、 3と 5がキー

ワード引数です:

complex(real=3, imag=5)

complex(**{'real': 3, 'imag': 5})

• 位置引数: キーワード引数以外の引数。位置引数は引数リストの先頭に書くことができ、また *に

続けた iterableの要素として渡すことができます。例えば、次の例では 3と 5は両方共位置引数

です:

complex(3, 5)

complex(*(3, 5))
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実引数は関数の実体において名前付きのローカル変数に割り当てられます。割り当てを行う規則につい

ては callsを参照してください。シンタックスにおいて実引数を表すためにあらゆる式を使うことが出

来ます。評価された値はローカル変数に割り当てられます。

仮引数、FAQの実引数と仮引数の違いは何ですか? を参照してください。

attribute (属性)オブジェクトに関連付けられ、ドット表記式によって名前で参照される値です。例えば、オ

ブジェクト oが属性 aを持っているとき、その属性は o.aで参照されます。

BDFL 慈悲深き終身独裁者 (Benevolent Dictator For Life) の略です。Python の作者、Guido van Rossum の

ことです。

bytes-like object (バイト様オブジェクト) str、bytearrayや memoryviewといった buffer protocolを

サポートするオブジェクトです。バイト様オブジェクトは圧縮、バイナリーデータの保存、ソケット経

由の送信等の様々な操作に用いることが出来ます。操作によってはバイナリーデータはミューテーブル

でなくてはなりませんが、その場合全てのバイト様オブジェクトを用いることが出来るわけではありま

せん。

bytecode (バイトコード) Pythonのソースコードはバイトコードへとコンパイルされます。バイトコードは

Pythonプログラムの CPythonインタプリタ内部での表現です。バイトコードはまた、 .pycや .pyo

ファイルにキャッシュされ、同じファイルの実行が二度目にはより高速になります (ソースコードから

バイトコードへの再度のコンパイルは回避されます)。このバイトコードは、各々のバイトコードに対

応するサブルーチンを呼び出すような ”仮想機械 (virtual machine)”で動作する ”中間言語 (intermediate

language)”といえます。重要な注意として、バイトコードは異なる Python仮想マシン間で動作するこ

とは期待されていませんし、Pythonリリース間で安定でもありません。

バイトコードの命令一覧は disモジュールにあります。

class (クラス)ユーザー定義オブジェクトを作成するためのテンプレートです。クラス定義は普通、そのク

ラスのインスタンス上の操作をするメソッドの定義を含みます。

classic class (旧スタイルクラス) object を継承していないクラス全てを指します。 新スタイルクラス

(new-style class)も参照してください。旧スタイルクラスは Python 3で削除されます。

coercion (型強制)同じ型の 2つの引数を要する演算の最中に、ある型のインスタンスを別の型に暗黙のうち

に変換することです。例えば、 int(3.15)は浮動小数点数を整数の 3にします。しかし、 3+4.5

の場合、各引数は型が異なっていて (一つは整数、一つは浮動小数点数)、加算をする前に同じ型に変換

しなければいけません。そうでないと、TypeError例外が投げられます。 2つの被演算子間の型強制

は組み込み関数の coerceを使って行えます。従って、 3+4.5は operator.add(*coerce(3,

4.5))を呼び出すことに等しく、 operator.add(3.0, 4.5)という結果になります。型強制を

行わない場合、たとえ互換性のある型であっても、すべての引数はプログラマーが、単に 3+4.5とす

るのではなく、 float(3)+4.5というように、同じ型に正規化しなければいけません。

complex number (複素数)よく知られている実数系を拡張したもので、すべての数は実部と虚部の和として

表されます。虚数は虚数単位 (-1の平方根)に実数を掛けたもので、一般に数学では iと書かれ、工学

では jと書かれます。Pythonは複素数に組み込みで対応し、後者の表記を取っています。虚部は末尾

に jをつけて書きます。例えば 3+1jです。 mathモジュールの複素数版を利用するには、cmathを

使います。複素数の使用はかなり高度な数学の機能です。必要性を感じなければ、ほぼ間違いなく無視

してしまってよいでしょう。
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context manager (コンテキストマネージャ) with文で扱われる、 enter ()と exit ()メソッドを

定義することで環境を制御するオブジェクトです。PEP 343を参照してください。

CPython python.orgで配布されている、Pythonプログラミング言語の標準的な実装です。”CPython”とい

う単語は、この実装を Jython や IronPython といった他の実装と区別する必要が有る場合に利用され

ます。

decorator (デコレータ)別の関数を返す関数で、通常、@wrapper構文で関数変換として適用されます。デ

コレータの一般的な利用例は、 classmethod()と staticmethod()です。

デコレータの文法はシンタックスシュガーです。次の 2つの関数定義は意味的に同じものです:

def f(...):

...

f = staticmethod(f)

@staticmethod

def f(...):

...

同じ概念がクラスにも存在しますが、あまり使われません。デコレータについて詳しくは、関数定義

およびクラス定義のドキュメントを参照してください。

descriptor (デスクリプタ) メソッド get (), set (), あるいは delete () が定義されている 新

スタイル (new-style)のオブジェクトです。あるクラス属性がデスクリプタである場合、その属性を参

照するときに、 そのデスクリプタに束縛されている特別な動作を呼び出します。 通常、get,set,delete

のために a.bと書くと、 aのクラス辞書内でオブジェクト bを検索しますが、 bがデスクリプタの場合

にはデスクリプタで定義されたメソッドを呼び出します。デスクリプタの理解は、 Pythonを深く理解

する上で鍵となります。というのは、デスクリプタこそが、関数、メソッド、プロパティ、クラスメ

ソッド、静的メソッド、そしてスーパクラスの参照といった多くの機能の基盤だからです。

デスクリプタのメソッドに関して詳しくは、 descriptorsを参照してください。

dictionary (辞書) 任意のキーを値に対応付ける連想配列です。 hash () メソッドと eq () メソッド

を実装した任意のオブジェクトをキーにできます。 Perlではハッシュ (hash)と呼ばれています。

dictionary view (ビュー) dict.viewkeys(), dict.viewvalues(), dict.viewitems() が返すオ

ブジェクトを辞書ビュー (dictionary view)と呼びます。これらは辞書のエントリに対する動的なビュー

で、つまり辞書の変更されるとビューはそれら変更を反映します。辞書ビューを完全なリストにするに

は list(dictview)としてください。 dict-viewsを参照してください。

docstring クラス、関数、モジュールの最初の式である文字列リテラルです。そのスイートの実行時には無視

されますが、コンパイラによって識別され、そのクラス、関数、モジュールの doc 属性として保存

されます。イントロスペクションできる（訳注: 属性として参照できる）ので、オブジェクトのドキュ

メントを書く標準的な場所です。

duck-typing あるオブジェクトが正しいインタフェースを持っているかを決定するのにオブジェクトの型を

見ないプログラミングスタイルです。代わりに、単純にオブジェクトのメソッドや属性が呼ばれたり使

われたりします。（「アヒルのように見えて、アヒルのように鳴けば、それはアヒルである。」）インタ

フェースを型より重視することで、上手くデザインされたコードは、ポリモーフィックな代替を許し
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て柔軟性を向上させます。ダックタイピングは type() や isinstance() による判定を避けます。

(ただし、ダックタイピングを 抽象基底クラス で補完することもできます。) その代わり、典型的に

hasattr()判定や EAFPプログラミングを利用します。

EAFP 「認可をとるより許しを請う方が容易 (easier to ask for forgiveness than permission、マーフィーの法

則)」の略です。この Pythonで広く使われているコーディングスタイルでは、通常は有効なキーや属性

が存在するものと仮定し、その仮定が誤っていた場合に例外を捕捉します。この簡潔で手早く書ける

コーディングスタイルには、 try文および except文がたくさんあるのが特徴です。このテクニック

は、Cのような言語でよく使われている LBYLスタイルと対照的なものです。

expression (式) 何かの値に評価される、一つづきの構文 (a piece of syntax). 言い換えると、リテラル、名

前、属性アクセス、演算子や関数呼び出しといった、値を返す式の要素の組み合わせ。他の多くの言

語と違い、Pythonは言語の全ての構成要素が式というわけではありません。 printや ifのように、

式にはならない、文 (statement)もあります。代入も式ではなく文です。

extension module (拡張モジュール) Cや C++で書かれたモジュールで、Pythonの C APIを利用して Python

コアやユーザーコードとやりとりします。

file object (ファイルオブジェクト)下位のリソースへのファイル志向 API (read()や write()メソッド

を持つもの) を公開しているオブジェクトです。ファイルオブジェクトは、作成された手段によって、

実際のディスク上のファイルや、その他のタイプのストレージや通信デバイス (例えば、標準入出力、

インメモリバッファ、ソケット、パイプ、等)へのアクセスを媒介できます。ファイルオブジェクトは

file-like objectsや streamsとも呼ばれます。

ファイルオブジェクトには 3 つの種類があります: 生のバイナリーファイル、バッファされたバイナ

リーファイル、そしてテキストファイルです。これらのインターフェースは ioモジュール内で定義さ

れています。ファイルオブジェクトを作成する標準的な方法は open()関数を利用することです。

file-like object file objectと同義です。

finder モジュールの loader を探すオブジェクト。 find module()という名前のメソッドを実装していな

ければなりません。詳細については PEP 302を参照してください。

floor division 一番近い小さい整数に丸める数学除算。floor division演算子は //です。例えば、 11 // 4

は 2になり、 floatの true divisionの結果 2.75と異なります。 (-11) // 4は -2.75を小さい方

に丸めるので -3になることに注意してください。 PEP 238を参照してください。

関数 (関数) 呼び出し側に値を返す一連の文のことです。関数には 0 以上の 実引数 を渡すことが出来ます。

実体の実行時に引数を使用することが出来ます。仮引数、メソッド、functionを参照してください。

future 互換性のない新たな機能を現在のインタプリタで有効にするためにプログラマが利用できる擬似

モジュールです。例えば、式 11/4は現状では 2になります。この式を実行しているモジュールで

from __future__ import division

を行って 真の除算操作 (true division) を有効にすると、式 11/4 は 2.75 になります。実際に

future モジュールを import してその変数を評価すれば、新たな機能が初めて追加されたのが

いつで、いつデフォルトの機能になる予定かわかります。
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>>> import __future__

>>> __future__.division

_Feature((2, 2, 0, 'alpha', 2), (3, 0, 0, 'alpha', 0), 8192)

garbage collection (ガベージコレクション)それ以上使われなくなったメモリを解放する処理です。Python

は、参照カウントと、循環参照を見つけて破壊する循環ガベージコレクタと、を使ってガベージコレク

ションを行います。

generator A function which returns an iterator. It looks like a normal function except that it contains yield

statements for producing a series of values usable in a for-loop or that can be retrieved one at a time with

the next() function. Each yield temporarily suspends processing, remembering the location execution

state (including local variables and pending try-statements). When the generator resumes, it picks up where

it left off (in contrast to functions which start fresh on every invocation).

generator expression (ジェネレータ式)イテレータを返す式です。普通の式に、ループ変数を定義する for

式、範囲、そして省略可能な if式がつづいているように見えます。こうして構成された式は、外側の

関数に向けて値を生成します:

>>> sum(i*i for i in range(10)) # sum of squares 0, 1, 4, ... 81

285

GIL global interpreter lockを参照してください。

global interpreter lock (グローバルインタプリタロック) CPython インタプリタが利用している、一度に

Pythonのバイトコード (bytecode)実行するスレッドは一つだけであることを保証する仕組みです。こ

れにより (dictなどの重要な組み込み型を含む)などのオブジェクトモデルが同時アクセスに対して暗

黙的に安全になるので、 CPythonの実装がシンプルになります。インタプリタ全体をロックすること

で、マルチプロセッサマシンが生じる並列化のコストに対して、楽にインタプリタをマルチスレッド化

できます。

ただし、標準あるいは外部のいくつかの拡張モジュールは、圧縮やハッシュ計算などの計算の重い処理

をするときに GILを解放するように設計されています。また、I/O処理をするときも GILは常に解放

されます。

過去に ”自由なマルチスレッド化”したインタプリタ (供用されるデータを細かい粒度でロックする)が

開発されましたが、一般的なシングルプロセッサの場合のパフォーマンスが悪かったので成功しません

でした。このパフォーマンスの問題を克服しようとすると、実装がより複雑になり保守コストが増加す

ると考えられています。

hashable (ハッシュ可能) ハッシュ可能 なオブジェクトとは、生存期間中変わらないハッシュ値を持ち

( hash ()メソッドが必要)、他のオブジェクトと比較ができる ( eq ()か cmp ()メソッドが

必要) オブジェクトです。 同値なハッシュ可能オブジェクトは必ず同じハッシュ値を持つ必要があり

ます。

ハッシュ可能なオブジェクトは辞書のキーや集合のメンバーとして使えます。辞書や集合のデータ構造

は内部でハッシュ値を使っているからです。

Pythonのイミューテーブルな組み込みオブジェクトはハッシュ可能ですが、ミューテーブルなコンテ
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ナ (例えばリストや辞書)はハッシュ不可能です。ユーザー定義のクラスのインスタンスであるような

オブジェクトはデフォルトでハッシュ可能です。それらは全て非等価を比較し (自身を除いて)、ハッ

シュ値は id()より得られます。

IDLE Pythonの統合開発環境 (Integrated DeveLopment Environment)です。IDLEは Pythonの標準的な配布

に同梱されている基本的な機能のエディタとインタプリタ環境です。

immutable (イミュータブル)固定の値を持ったオブジェクトです。イミュータブルなオブジェクトには、数

値、文字列、およびタプルなどがあります。これらのオブジェクトは値を変えられません。別の値を記

憶させる際には、新たなオブジェクトを作成しなければなりません。イミュータブルなオブジェクト

は、固定のハッシュ値が必要となる状況で重要な役割を果たします。辞書のキーがその例です。

integer division (整数除算)剰余を考慮しない数学的除算です。例えば、式 11/4は現状では 2.75ではな

く 2になります。これは切り捨て除算 (floor division)とも呼ばれます。二つの整数間で除算を行うと、

結果は (端数切捨て関数が適用されて)常に整数になります。しかし、被演算子の一方が (floatのよ

うな)別の数値型の場合、演算の結果は共通の型に型強制されます (型強制 (coercion)参照)。例えば、

浮動小数点数で整数を除算すると結果は浮動小数点になり、場合によっては端数部分を伴います。 //

演算子を /の代わりに使うと、整数除算を強制できます。 future も参照してください。

importing あるモジュールの Pythonコードが別のモジュールの Pythonコードで使えるようにする処理です。

importer モジュールを探してロードするオブジェクト。 finderと loaderのどちらでもあるオブジェクト。

interactive (対話的) Python には対話的インタプリタがあり、文や式をインタプリタのプロンプトに入力す

ると即座に実行されて結果を見ることができます。 pythonと何も引数を与えずに実行してください。

(コンピュータのメインメニューから Python の対話的インタプリタを起動できるかもしれません。)

対話的インタプリタは、新しいアイデアを試してみたり、モジュールやパッケージの中を覗いてみる

(help(x)を覚えておいてください)のに非常に便利なツールです。

interpreted Pythonはインタプリタ形式の言語であり、コンパイラ言語の対極に位置します。 (バイトコード

コンパイラがあるために、この区別は曖昧ですが。)ここでのインタプリタ言語とは、ソースコードの

ファイルを、まず実行可能形式にしてから実行させるといった操作なしに、直接実行できることを意味

します。インタプリタ形式の言語は通常、コンパイラ形式の言語よりも開発／デバッグのサイクルは短

いものの、プログラムの実行は一般に遅いです。対話的 (interactive)も参照してください。

iterable (反復可能オブジェクト)要素を一つずつ返せるオブジェクトです。反復可能オブジェクトの例には、

(list, str, tupleといった)全てのシーケンス型や、 dictや fileといった幾つかの非シーケン

ス型、 あるいは iter () か getitem () メソッドを実装したクラスのインスタンスが含まれ

ます。反復可能オブジェクトは forループ内やその他多くのシーケンス (訳注: ここでのシーケンスと

は、シーケンス型ではなくただの列という意味)が必要となる状況 (zip(), map(), ...) で利用できま

す。反復可能オブジェクトを組み込み関数 iter()の引数として渡すと、オブジェクトに対するイテ

レータを返します。このイテレータは一連の値を引き渡す際に便利です。反復可能オブジェクトを使

う際には、通常 iter()を呼んだり、イテレータオブジェクトを自分で扱う必要はありません。 for

文ではこの操作を自動的に行い、無名の変数を作成してループの間イテレータを記憶します。イテレー

タ (iterator)シーケンス (sequence),およびジェネレータ (generator)も参照してください。

iterator (イテレータ)データの流れを表現するオブジェクトです。イテレータの next()メソッドを繰り返

し呼び出すと、流れの中の要素を一つずつ返します。データがなくなると、代わりに StopIteration
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例外を送出します。その時点で、イテレータオブジェクトは尽きており、それ以降は next()を何度

呼んでも StopIteration を送出します。イテレータは、そのイテレータオブジェクト自体を返す

iter ()メソッドを実装しなければならないので、イテレータは他の iterableを受理するほとんど

の場所で利用できます。はっきりとした例外は複数の反復を行うようなコードです。 (listのような)

コンテナオブジェクトは、自身を iter() 関数にオブジェクトに渡したり for ループ内で使うたび

に、新たな未使用のイテレータを生成します。これをイテレータで行おうとすると、前回のイテレー

ションで使用済みの同じイテレータオブジェクトを単純に返すため、空のコンテナのようになってしま

します。

詳細な情報は typeiterにあります。

key function (キー関数)キー関数、あるいは照合関数とは、ソートや順序比較のための値を返す呼び出し可

能オブジェクト (callable)です。例えば、 locale.strxfrm()をキー関数に使えば、ロケール依存

のソートの慣習にのっとったソートキーを返します。

Pythonには、キー関数を受け付けて要素がどのように順序付けられたりグループ化されたりするかを制

御するような、いくつかのツールがあります。例えば、 min(), max(), sorted(), list.sort(),

heapq.nsmallest(), heapq.nlargest(), itertools.groupby()です。

キー関数を作る方法はいくつかあります。例えば、 str.lower()メソッドをキー関数として使って

大文字小文字を区別しないソートができます。他には、lambda式を使って lambda r: (r[0],

r[2]) のようなアドホックなキー関数を作ることができます。また、 operator モジュールは

attrgetter(), itemgetter(), methodcaller()というキー関数コンストラクタを提供してい

ます。キー関数の作り方、使い方に関する例は、 Sorting HOW TOを参照してください。

keyword argument 実引数を参照してください。

lambda (ラムダ)無名のインライン関数で、関数が呼び出されたときに評価される 1つの式 (expression)を

含みます。ラムダ関数を作る構文は lambda [parameters]: expressionです。

LBYL 「ころばぬ先の杖 (look before you leap)」の略です。このコーディングスタイルでは、呼び出しや検

索を行う前に、明示的に前提条件 (pre-condition)判定を行います。 EAFPアプローチと対照的で、 if

文がたくさん使われるのが特徴的です。

マルチスレッド化された環境では、LBYLアプローチは ”見る”過程と ”飛ぶ”過程の競合状態を引き起

こすリスクがあります。例えば、if key in mapping: return mapping[key] というコー

ドは、判定の後、別のスレッドが探索の前に mappingから keyを取り除くと失敗します。この問題は、

ロックするか EAFPアプローチを使うことで解決できます。

list (リスト) Pythonの組み込みのシーケンス (sequence)です。リストという名前ですが、リンクリストで

はなく、他の言語で言う配列 (array)と同種のもので、要素へのアクセスは O(1)です。

list comprehension (リスト内包表記) シーケンス内の全てあるいは一部の要素を処理して、その結果

からなるリストを返す、 コンパクトな書き方です。 result = ["0x%02x" % x for x in

range(256) if x % 2 == 0] とすると、 0 から 255 までの偶数を 16 進数表記 (0x..) した文字

列からなるリストを生成します。 if節はオプションです。 if節がない場合、 range(256)の全て

の要素が処理されます。

loader モジュールをロードするオブジェクト。 load module()という名前のメソッドを定義していなけ
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ればなりません。詳細は PEP 302を参照してください。

magic method special method のくだけた同義語です。

mapping (マップ、マッピング) 任意のキーに対する検索をサポートしていて、 Mapping か

MutableMapping の 抽象基底クラス を実装しているコンテナオブジェクト。 例えば、 dict,

collections.defaultdict, collections.OrderedDict, collections.Counter はマ

ップ型です。

metaclass (メタクラス)クラスのクラスです。クラス定義は、クラス名、クラスの辞書と、基底クラスのリ

ストを作ります。メタクラスは、それら 3つを引数として受け取り、クラスを作る責任を負います。ほ

とんどのオブジェクト指向言語は (訳注:メタクラスの)デフォルトの実装を提供しています。Pythonが

特別なのはカスタムのメタクラスを作成できる点です。ほとんどのユーザーに取って、メタクラスは全

く必要のないものです。しかし、一部の場面では、メタクラスは強力でエレガントな方法を提供しま

す。たとえば属性アクセスのログを取ったり、スレッドセーフ性を追加したり、オブジェクトの生成を

追跡したり、シングルトンを実装するなど、多くの場面で利用されます。

詳細は metaclassesを参照してください。

method (メソッド)クラス本体の中で定義された関数。そのクラスのインスタンスの属性として呼び出され

た場合、メソッドはインスタンスオブジェクトを第一引数 (argument)として受け取ります (この第一引

数は通常 selfと呼ばれます)。関数とネストされたスコープも参照してください。

method resolution order (メソッド解決順序) 探索中に基底クラスが構成要素を検索される順番です。2.3

以降の Python インタープリタが使用するアルゴリズムの詳細については The Python 2.3 Method

Resolution Orderを参照してください。

モジュール (モジュール) Pythonコードの組織単位としてはたらくオブジェクトです。モジュールは任意の

Pythonオブジェクトを含む名前空間を持ちます。モジュールは importingの処理によって Pythonに読

み込まれます。

パッケージを参照してください。

MRO method resolution orderを参照してください。

mutable (ミュータブル) ミュータブルなオブジェクトは、 id() を変えることなく値を変更できます。イ

ミュータブル (immutable)も参照してください。

named tuple (名前付きタプル)タプルに似ていて、インデクス指定できる要素に名前付き属性でもアクセス

出来るクラスです (例えば、 time.localtime()はタプルに似たオブジェクトを返し、その yearに

は t[0]のようなインデクスによるアクセスと、t.tm yearのような名前付き要素としてのアクセス

が可能です)。

名前付きタプルには、 time.struct time のような組み込み型もありますし、通常のクラス

定義によって作成することもできます。名前付きタプルを collections.namedtuple() フ

ァクトリ関数で作成することもできます。最後の方法で作った名前付きタプルには自動的に、

Employee(name='jones', title='programmer') のような自己ドキュメント表現 (self-

documenting representation)などの機能が付いてきます。

namespace (名前空間) 変数を記憶している場所です。 名前空間は辞書を用いて実装されています。 名前
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空間には、ローカル、グローバル、組み込み名前空間、そして (メソッド内の)オブジェクトのネストさ

れた名前空間があります。例えば、関数 builtin .open()と os.open()は名前空間で区別さ

れます。名前空間はまた、ある関数をどのモジュールが実装しているかをはっきりさせることで、可

読性やメンテナンス性に寄与します。例えば、random.seed(), itertools.izip()と書くこと

で、これらの関数がそれぞれ randomモジュールや itertoolsモジュールで実装されていることが

はっきりします。

nested scope (ネストされたスコープ)外側で定義されている変数を参照する機能。具体的に言えば、ある

関数が別の関数の中で定義されている場合、内側の関数は外側の関数中の変数を参照できます。ネスト

されたスコープからは変数の参照だけができ、外側の変数を変更できないことに注意してください。そ

れは常に最も内側のスコープに対する書き込みになります。対照的に、ローカル変数は最も内側のス

コープ内の読み書き両方します。同様に、グローバル変数を使うとグローバル名前空間の値を読み書き

します。

new-style class (新スタイルクラス) object から継承したクラス全てを指します。これには list

や dict のような全ての組み込み型が含まれます。 slots (), デスクリプタ、プロパティ、

getattribute ()といった、 Pythonの新しい機能を使えるのは新スタイルクラスだけです。

より詳しい情報は newstyleを参照してください。

object (オブジェクト) 状態 (属性や値) と定義された振る舞い (メソッド) をもつ全てのデータ。もしくは、

全ての新スタイルクラス (new-style class)の究極の基底クラスのこと。

package (パッケージ)サブモジュールや再帰的にサブパッケージを含むことの出来る moduleのことです。

専門的には、パッケージは path 属性を持つ Pythonオブジェクトです。

parameter (仮引数) 名前付の実体で term:関数<function> (や term:メソッド<method>) の定義において関

数が受ける実引数を明示します。仮引数には 4種類あります:

• 位置またはキーワード: 位置でまたはキーワード引数として渡すことができる引数を指定します。

これはたとえば以下の fooや barのように、デフォルトの仮引数の種類です:

def func(foo, bar=None): ...

• 位置専用: 位置によってのみ与えられる引数を指定します。Pythonに位置専用仮引数を定義する文

法はありません。しかし、組み込み関数には位置専用仮引数を持つもの (例: abs())があります。

• 可変長位置: (他の仮引数で既に受けられた任意の位置引数に加えて)任意の個数の位置引数が与え

られることを指定します。このような仮引数は、以下の argsのように仮引数名の前に *をつける

ことで定義できます:

def func(*args, **kwargs): ...

• 可変長キーワード: (他の仮引数で既に受けられた任意のキーワード引数に加えて) 任意の個数の

キーワード引数が与えられることを指定します。このような仮引数は、上の例の kwargsのように

仮引数名の前に **をつけることで定義できます。

仮引数はオプションと必須の引数のどちらも指定でき、オプションの引数にはデフォルト値も指定でき

ます。
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argument、FAQの実引数と仮引数の違いは何ですか? 、functionを参照してください。

PEP Python Enhancement Proposal。PEP は、Python コミュニティに対して情報を提供する、あるいは

Pythonの新機能やその過程や環境について記述する設計文書です。PEPは、機能についての簡潔な技

術的仕様と提案する機能の論拠 (理論)を伝えるべきです。

PEPは、新機能の提案にかかる、コミュニティによる問題提起の集積と Pythonになされる設計決断の

文書化のための最上位の機構となることを意図しています。PEP の著者にはコミュニティ内の合意形

成を行うこと、反対意見を文書化することの責務があります。

PEP 1を参照してください。

位置引数 実引数を参照してください。

Python 3000 Python 3.xリリースラインのニックネームです。(Python 3が遠い将来の話だった頃に作られ

た言葉です。) ”Py3k”と略されることもあります。

Pythonic 他の言語で一般的な考え方で書かれたコードではなく、Pythonの特に一般的なイディオムに従っ

た考え方やコード片。例えば、Pythonの一般的なイディオムでは for文を使ってイテラブルのすべて

の要素に渡ってループします。他の多くの言語にはこの仕組みはないので、Pythonに慣れていない人

は代わりに数値のカウンターを使うかもしれません:

for i in range(len(food)):

print food[i]

これに対し、きれいな Pythonicな方法は:

for piece in food:

print piece

reference count (参照カウント)あるオブジェクトに対する参照の数。参照カウントが 0になったとき、その

オブジェクトは破棄されます。参照カウントは通常は Pythonのコード上には現れませんが、 CPython

実装の重要な要素です。 sysモジュールは、プログラマーが任意のオブジェクトの参照カウントを知

るための getrefcount()関数を提供しています。

slots 新スタイルクラス (new-style class)内で、インスタンス属性の記憶に必要な領域をあらかじめ定義

しておき、それとひきかえにインスタンス辞書を排除してメモリの節約を行うための宣言です。これ

はよく使われるテクニックですが、正しく動作させるのには少々手際を要するので、例えばメモリが

死活問題となるようなアプリケーション内にインスタンスが大量に存在するといった稀なケースを除

き、使わないのがベストです。

sequence (シーケンス)特殊メソッド getitem ()で整数インデックスによる効率的な要素へのアクセ

スをサポートし、 len()で長さを返すような反復可能オブジェクト (iterable)です。組み込みシーケ

ンス型には、list, str, tuple, unicodeなどがあります。 dictは getitem ()と len ()

もサポートしますが、検索の際に任意の変更不能 (immutable)なキーを使うため、シーケンスではなく

マップ (mapping)とみなされているので注意してください。

slice (スライス)多くの場合、シーケンス (sequence)の一部を含むオブジェクト。スライスは、添字記号 []

で数字の間にコロンを書いたときに作られます。例えば、 variable name[1:3:5]です。添字記
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号は sliceオブジェクトを内部で利用しています。 (もしくは、古いバージョンの、 getslice ()

と setslice ()を利用します。)

special method (特殊メソッド)ある型に特定の操作、例えば加算をするために Pythonから暗黙に呼び出さ

れるメソッド。この種類のメソッドは、メソッド名の最初と最後にアンダースコア 2 つがついていま

す。特殊メソッドについては specialnamesで解説されています。

statement (文)文はスイート (コードの”ブロック”)に不可欠な要素です。文は式かキーワードから構成さ

れるもののどちらかです。後者には if、while、forがあります。

struct sequence A tuple with named elements. Struct sequences expose an interface similiar to named tuple in

that elements can be accessed either by index or as an attribute. However, they do not have any of the named

tuple methods like make() or asdict(). Examples of struct sequences include sys.float info

and the return value of os.stat().

triple-quoted string (三重クォート文字列) 3つの連続したクォート記号 (”)かアポストロフィー (’)で囲まれ

た文字列。通常の (一重)クォート文字列に比べて表現できる文字列に違いはありませんが、幾つかの

理由で有用です。1つか 2つの連続したクォート記号をエスケープ無しに書くことができますし、行継

続文字 (\)を使わなくても複数行にまたがることができるので、ドキュメンテーション文字列を書く時

に特に便利です。

型 (型) Pythonオブジェクトの型はオブジェクトがどのようなものかを決めます。あらゆるオブジェクト

は型を持っています。オブジェクトの型は class 属性でアクセスしたり、type(obj)で取得し

たり出来ます。

universal newlines テキストストリームの解釈法の一つで、以下のすべてを行末と認識します: Unixの行末

規定 '\n'、Windowsの規定 '\r\n'、古いMacintoshの規定 '\r'。利用法について詳しくは、 PEP
278と PEP 3116、さらに str.splitlines()も参照してください。

virtual environment （仮想環境）協調的に切り離された実行環境です。これにより Pythonユーザとアプリ

ケーションは同じシステム上で動いている他の Python アプリケーションの挙動に干渉することなく

Pythonパッケージのインストールと更新を行うことができます。

virtual machine (仮想マシン) 完全にソフトウェアにより定義されたコンピュータ。 Python の仮想マシン

は、バイトコードコンパイラが出力したバイトコード (bytecode)を実行します。

Zen of Python (Pythonの悟り) Pythonを理解し利用する上での導きとなる、Pythonの設計原則と哲学をリ

ストにしたものです。対話プロンプトで ”import this”とするとこのリストを読めます。
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付録 B

このドキュメントについて

このドキュメントは、Pythonのドキュメントを主要な目的として作られたドキュメントプロセッサの Sphinx

を利用して、 reStructuredText形式のソースから生成されました。

ドキュメントとそのツールセットの開発は、Python自身と同様に完全にボランティアの努力です。もしあな

たが貢献したいなら、どのようにすればよいかについて reporting-bugs ページをご覧下さい。 新しいボラン

ティアはいつでも歓迎です!

多大な感謝を:

• Fred L. Drake, Jr.,オリジナルの Pythonドキュメントツールセットの作成者で、ドキュメントの多くを

書きました。

• Docutilsプロジェクト. reStructuredTextと docutilsツールセットを作成しました。

• Fredrik Lundhの Alternative Python Referenceプロジェクトから Sphinxは多くのアイデアを得ました。

B.1 Pythonドキュメント貢献者

多くの方々が Python言語、Python標準ライブラリ、そして Pythonドキュメンテーションに貢献してくれて

います。ソース配布物のMisc/ACKSに、それら貢献してくれた人々を部分的にではありますがリストアップ

してあります。

Pythonコミュニティからの情報提供と貢献がなければこの素晴らしいドキュメンテーションは生まれません

でした –ありがとう!

http://sphinx-doc.org/
http://docutils.sourceforge.net/rst.html
http://docutils.sourceforge.net/
http://effbot.org/zone/pyref.htm
https://github.com/python/cpython/tree/2.7/Misc/ACKS
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付録 C

歴史とライセンス

C.1 Python の歴史

Pythonは 1990年代の始め、オランダにある Stichting Mathematisch Centrum (CWI, https://www.cwi.nl/参照)

で Guido van Rossumによって ABCと呼ばれる言語の後継言語として生み出されました。その後多くの人々

が Pythonに貢献していますが、 Guidoは今日でも Python製作者の先頭に立っています。

1995 年、 Guido は米国ヴァージニア州レストンにある Corporation for National Reserch Initiatives (CNRI,

https://www.cnri.reston.va.us/参照)で Pythonの開発に携わり、いくつかのバージョンをリリースしました。

In May 2000, Guido and the Python core development team moved to BeOpen.com to form the BeOpen Python-

Labs team. In October of the same year, the PythonLabs team moved to Digital Creations (now Zope Corporation;

see https://www.zope.org/). In 2001, the Python Software Foundation (PSF, see https://www.python.org/psf/) was

formed, a non-profit organization created specifically to own Python-related Intellectual Property. Zope Corpora-

tion is a sponsoring member of the PSF.

Pythonのリリースは全てオープンソース (オープンソースの定義は https://opensource.org/を参照してくださ

い)です。歴史的にみて、ごく一部を除くほとんどの Pythonリリースは GPL互換になっています; 各リリー

スについては下表にまとめてあります。

リリース ベース 西暦年 権利 GPL 互換

0.9.0 - 1.2 n/a 1991-1995 CWI yes

1.3 - 1.5.2 1.2 1995-1999 CNRI yes

1.6 1.5.2 2000 CNRI no

2.0 1.6 2000 BeOpen.com no

1.6.1 1.6 2001 CNRI no

2.1 2.0+1.6.1 2001 PSF no

2.0.1 2.0+1.6.1 2001 PSF yes

2.1.1 2.1+2.0.1 2001 PSF yes

2.1.2 2.1.1 2002 PSF yes

2.1.3 2.1.2 2002 PSF yes

2.2以降 2.1.1 2001-現在 PSF yes

https://www.cwi.nl/
https://www.cnri.reston.va.us/
https://www.zope.org/
https://www.python.org/psf/
https://opensource.org/
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注釈: 「GPL互換」という表現は、Pythonが GPLで配布されているという意味ではありません。Pythonの

ライセンスは全て、GPLと違い、変更したバージョンを配布する際に変更をオープンソースにしなくてもか

まいません。GPL互換のライセンスの下では、GPLでリリースされている他のソフトウェアと Pythonを組み

合わせられますが、それ以外のライセンスではそうではありません。

Guidoの指示の下、これらのリリースを可能にしてくださった多くのボランティアのみなさんに感謝します。

C.2 Terms and conditions for accessing or otherwise using Python

C.2.1 PSF LICENSE AGREEMENT FOR PYTHON 2.7.17

1. This LICENSE AGREEMENT is between the Python Software Foundation

↪→("PSF"), and

the Individual or Organization ("Licensee") accessing and otherwise

↪→using Python

2.7.17 software in source or binary form and its associated

↪→documentation.

2. Subject to the terms and conditions of this License Agreement, PSF

↪→hereby

grants Licensee a nonexclusive, royalty-free, world-wide license to

↪→reproduce,

analyze, test, perform and/or display publicly, prepare derivative

↪→works,

distribute, and otherwise use Python 2.7.17 alone or in any derivative

version, provided, however, that PSF's License Agreement and PSF's

↪→notice of

copyright, i.e., "Copyright ˆˆc2ˆˆa9 2001-2019 Python Software

↪→Foundation; All Rights

Reserved" are retained in Python 2.7.17 alone or in any derivative

↪→version

prepared by Licensee.

3. In the event Licensee prepares a derivative work that is based on or

incorporates Python 2.7.17 or any part thereof, and wants to make the

derivative work available to others as provided herein, then Licensee

↪→hereby

agrees to include in any such work a brief summary of the changes made

↪→to Python

2.7.17.
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4. PSF is making Python 2.7.17 available to Licensee on an "AS IS" basis.

PSF MAKES NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED. BY WAY

↪→OF

EXAMPLE, BUT NOT LIMITATION, PSF MAKES NO AND DISCLAIMS ANY

↪→REPRESENTATION OR

WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE OR

↪→THAT THE

USE OF PYTHON 2.7.17 WILL NOT INFRINGE ANY THIRD PARTY RIGHTS.

5. PSF SHALL NOT BE LIABLE TO LICENSEE OR ANY OTHER USERS OF PYTHON 2.7.17

FOR ANY INCIDENTAL, SPECIAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR LOSS AS A

↪→RESULT OF

MODIFYING, DISTRIBUTING, OR OTHERWISE USING PYTHON 2.7.17, OR ANY

↪→DERIVATIVE

THEREOF, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY THEREOF.

6. This License Agreement will automatically terminate upon a material

↪→breach of

its terms and conditions.

7. Nothing in this License Agreement shall be deemed to create any

↪→relationship

of agency, partnership, or joint venture between PSF and Licensee.

↪→This License

Agreement does not grant permission to use PSF trademarks or trade name

↪→in a

trademark sense to endorse or promote products or services of Licensee,

or any

third party.

8. By copying, installing or otherwise using Python 2.7.17, Licensee agrees

to be bound by the terms and conditions of this License Agreement.

C.2.2 BEOPEN.COM LICENSE AGREEMENT FOR PYTHON 2.0

BEOPEN PYTHON OPEN SOURCE LICENSE AGREEMENT VERSION 1

1. This LICENSE AGREEMENT is between BeOpen.com ("BeOpen"), having an office at

160 Saratoga Avenue, Santa Clara, CA 95051, and the Individual or Organization

("Licensee") accessing and otherwise using this software in source or binary

form and its associated documentation ("the Software").

2. Subject to the terms and conditions of this BeOpen Python License Agreement,

BeOpen hereby grants Licensee a non-exclusive, royalty-free, world-wide license

(次のページに続く)

C.2. Terms and conditions for accessing or otherwise using Python 45



Python Setup and Usage, リリース 2.7.17

(前のページからの続き)

to reproduce, analyze, test, perform and/or display publicly, prepare derivative

works, distribute, and otherwise use the Software alone or in any derivative

version, provided, however, that the BeOpen Python License is retained in the

Software, alone or in any derivative version prepared by Licensee.

3. BeOpen is making the Software available to Licensee on an "AS IS" basis.

BEOPEN MAKES NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED. BY WAY OF

EXAMPLE, BUT NOT LIMITATION, BEOPEN MAKES NO AND DISCLAIMS ANY REPRESENTATION OR

WARRANTY OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE OR THAT THE

USE OF THE SOFTWARE WILL NOT INFRINGE ANY THIRD PARTY RIGHTS.

4. BEOPEN SHALL NOT BE LIABLE TO LICENSEE OR ANY OTHER USERS OF THE SOFTWARE FOR

ANY INCIDENTAL, SPECIAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR LOSS AS A RESULT OF USING,

MODIFYING OR DISTRIBUTING THE SOFTWARE, OR ANY DERIVATIVE THEREOF, EVEN IF

ADVISED OF THE POSSIBILITY THEREOF.

5. This License Agreement will automatically terminate upon a material breach of

its terms and conditions.

6. This License Agreement shall be governed by and interpreted in all respects

by the law of the State of California, excluding conflict of law provisions.

Nothing in this License Agreement shall be deemed to create any relationship of

agency, partnership, or joint venture between BeOpen and Licensee. This License

Agreement does not grant permission to use BeOpen trademarks or trade names in a

trademark sense to endorse or promote products or services of Licensee, or any

third party. As an exception, the "BeOpen Python" logos available at

http://www.pythonlabs.com/logos.html may be used according to the permissions

granted on that web page.

7. By copying, installing or otherwise using the software, Licensee agrees to be

bound by the terms and conditions of this License Agreement.

C.2.3 CNRI LICENSE AGREEMENT FOR PYTHON 1.6.1

1. This LICENSE AGREEMENT is between the Corporation for National Research

Initiatives, having an office at 1895 Preston White Drive, Reston, VA 20191

("CNRI"), and the Individual or Organization ("Licensee") accessing and

otherwise using Python 1.6.1 software in source or binary form and its

associated documentation.

2. Subject to the terms and conditions of this License Agreement, CNRI hereby

grants Licensee a nonexclusive, royalty-free, world-wide license to reproduce,

analyze, test, perform and/or display publicly, prepare derivative works,

distribute, and otherwise use Python 1.6.1 alone or in any derivative version,

provided, however, that CNRI's License Agreement and CNRI's notice of copyright,

i.e., "Copyright ˆˆc2ˆˆa9 1995-2001 Corporation for National Research

↪→Initiatives; All

Rights Reserved" are retained in Python 1.6.1 alone or in any derivative version

prepared by Licensee. Alternately, in lieu of CNRI's License Agreement,

(次のページに続く)
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Licensee may substitute the following text (omitting the quotes): "Python 1.6.1

is made available subject to the terms and conditions in CNRI's License

Agreement. This Agreement together with Python 1.6.1 may be located on the

Internet using the following unique, persistent identifier (known as a handle):

1895.22/1013. This Agreement may also be obtained from a proxy server on the

Internet using the following URL: http://hdl.handle.net/1895.22/1013."

3. In the event Licensee prepares a derivative work that is based on or

incorporates Python 1.6.1 or any part thereof, and wants to make the derivative

work available to others as provided herein, then Licensee hereby agrees to

include in any such work a brief summary of the changes made to Python 1.6.1.

4. CNRI is making Python 1.6.1 available to Licensee on an "AS IS" basis. CNRI

MAKES NO REPRESENTATIONS OR WARRANTIES, EXPRESS OR IMPLIED. BY WAY OF EXAMPLE,

BUT NOT LIMITATION, CNRI MAKES NO AND DISCLAIMS ANY REPRESENTATION OR WARRANTY

OF MERCHANTABILITY OR FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE OR THAT THE USE OF

PYTHON 1.6.1 WILL NOT INFRINGE ANY THIRD PARTY RIGHTS.

5. CNRI SHALL NOT BE LIABLE TO LICENSEE OR ANY OTHER USERS OF PYTHON 1.6.1 FOR

ANY INCIDENTAL, SPECIAL, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR LOSS AS A RESULT OF

MODIFYING, DISTRIBUTING, OR OTHERWISE USING PYTHON 1.6.1, OR ANY DERIVATIVE

THEREOF, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY THEREOF.

6. This License Agreement will automatically terminate upon a material breach of

its terms and conditions.

7. This License Agreement shall be governed by the federal intellectual property

law of the United States, including without limitation the federal copyright

law, and, to the extent such U.S. federal law does not apply, by the law of the

Commonwealth of Virginia, excluding Virginia's conflict of law provisions.

Notwithstanding the foregoing, with regard to derivative works based on Python

1.6.1 that incorporate non-separable material that was previously distributed

under the GNU General Public License (GPL), the law of the Commonwealth of

Virginia shall govern this License Agreement only as to issues arising under or

with respect to Paragraphs 4, 5, and 7 of this License Agreement. Nothing in

this License Agreement shall be deemed to create any relationship of agency,

partnership, or joint venture between CNRI and Licensee. This License Agreement

does not grant permission to use CNRI trademarks or trade name in a trademark

sense to endorse or promote products or services of Licensee, or any third

party.

8. By clicking on the "ACCEPT" button where indicated, or by copying, installing

or otherwise using Python 1.6.1, Licensee agrees to be bound by the terms and

conditions of this License Agreement.

C.2.4 CWI LICENSE AGREEMENT FOR PYTHON 0.9.0 THROUGH 1.2

Copyright ˆˆc2ˆˆa9 1991 - 1995, Stichting Mathematisch Centrum Amsterdam, The

Netherlands. All rights reserved.

(次のページに続く)
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Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its

documentation for any purpose and without fee is hereby granted, provided that

the above copyright notice appear in all copies and that both that copyright

notice and this permission notice appear in supporting documentation, and that

the name of Stichting Mathematisch Centrum or CWI not be used in advertising or

publicity pertaining to distribution of the software without specific, written

prior permission.

STICHTING MATHEMATISCH CENTRUM DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS

SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS, IN NO

EVENT SHALL STICHTING MATHEMATISCH CENTRUM BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, INDIRECT

OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE,

DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS

ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS

SOFTWARE.

C.3 取り入れられているソフトウェアのライセンスと謝辞

この節では、 Python配布物に取り入れられているサードパーティソフトウェアのライセンスと謝辞の、不完

全だが成長し続けるリストを記述します。

C.3.1 メルセンヌツイスター (Mersenne Twister)

randomモジュールは、http://www.math.sci.hiroshima-u.ac.jp/∼m-mat/MT/MT2002/emt19937ar.htmlからダ

ウンロードしたコードに基づいたコードベースを含んでいます。オリジナルのコードのコメントをそのまま次

に示します:

A C-program for MT19937, with initialization improved 2002/1/26.

Coded by Takuji Nishimura and Makoto Matsumoto.

Before using, initialize the state by using init_genrand(seed)

or init_by_array(init_key, key_length).

Copyright (C) 1997 - 2002, Makoto Matsumoto and Takuji Nishimura,

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without

modification, are permitted provided that the following conditions

are met:

1. Redistributions of source code must retain the above copyright

notice, this list of conditions and the following disclaimer.

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright

notice, this list of conditions and the following disclaimer in the

documentation and/or other materials provided with the distribution.

(次のページに続く)
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3. The names of its contributors may not be used to endorse or promote

products derived from this software without specific prior written

permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS

"AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT

LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR

A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE COPYRIGHT OWNER OR

CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL,

EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO,

PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR

PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF

LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING

NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS

SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

Any feedback is very welcome.

http://www.math.sci.hiroshima-u.ac.jp/˜m-mat/MT/emt.html

email: m-mat @ math.sci.hiroshima-u.ac.jp (remove space)

C.3.2 ソケット

socketモジュールは、WIDEプロジェクト http://www.wide.ad.jp/. の別々のソースファイルにコーディン

グされていた getaddrinfo()関数と getnameinfo()関数を使っています:

Copyright (C) 1995, 1996, 1997, and 1998 WIDE Project.

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without

modification, are permitted provided that the following conditions

are met:

1. Redistributions of source code must retain the above copyright

notice, this list of conditions and the following disclaimer.

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright

notice, this list of conditions and the following disclaimer in the

documentation and/or other materials provided with the distribution.

3. Neither the name of the project nor the names of its contributors

may be used to endorse or promote products derived from this software

without specific prior written permission.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE PROJECT AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND

ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE

IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE

ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE PROJECT OR CONTRIBUTORS BE LIABLE

FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL

DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS

OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)

(次のページに続く)
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HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT

LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY

OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF

SUCH DAMAGE.

C.3.3 浮動小数点数例外の制御

fpectlモジュールのソースコードは次の告知を含んでいます:

---------------------------------------------------------------------

/ Copyright (c) 1996. \

| The Regents of the University of California. |
| All rights reserved. |
| |
| Permission to use, copy, modify, and distribute this software for |
| any purpose without fee is hereby granted, provided that this en- |
| tire notice is included in all copies of any software which is or |
| includes a copy or modification of this software and in all |
| copies of the supporting documentation for such software. |
| |
| This work was produced at the University of California, Lawrence |
| Livermore National Laboratory under contract no. W-7405-ENG-48 |
| between the U.S. Department of Energy and The Regents of the |
| University of California for the operation of UC LLNL. |
| |
| DISCLAIMER |
| |
| This software was prepared as an account of work sponsored by an |
| agency of the United States Government. Neither the United States |
| Government nor the University of California nor any of their em- |
| ployees, makes any warranty, express or implied, or assumes any |
| liability or responsibility for the accuracy, completeness, or |
| usefulness of any information, apparatus, product, or process |
| disclosed, or represents that its use would not infringe |
| privately-owned rights. Reference herein to any specific commer- |
| cial products, process, or service by trade name, trademark, |
| manufacturer, or otherwise, does not necessarily constitute or |
| imply its endorsement, recommendation, or favoring by the United |
| States Government or the University of California. The views and |
| opinions of authors expressed herein do not necessarily state or |
| reflect those of the United States Government or the University |
| of California, and shall not be used for advertising or product |
\ endorsement purposes. /

---------------------------------------------------------------------

C.3.4 MD5 メッセージダイジェストアルゴリズム

md5モジュールのソースコードは次の告知を含んでいます:
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Copyright (C) 1999, 2002 Aladdin Enterprises. All rights reserved.

This software is provided 'as-is', without any express or implied

warranty. In no event will the authors be held liable for any damages

arising from the use of this software.

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose,

including commercial applications, and to alter it and redistribute it

freely, subject to the following restrictions:

1. The origin of this software must not be misrepresented; you must not

claim that you wrote the original software. If you use this software

in a product, an acknowledgment in the product documentation would be

appreciated but is not required.

2. Altered source versions must be plainly marked as such, and must not be

misrepresented as being the original software.

3. This notice may not be removed or altered from any source distribution.

L. Peter Deutsch

ghost@aladdin.com

Independent implementation of MD5 (RFC 1321).

This code implements the MD5 Algorithm defined in RFC 1321, whose

text is available at

http://www.ietf.org/rfc/rfc1321.txt

The code is derived from the text of the RFC, including the test suite

(section A.5) but excluding the rest of Appendix A. It does not include

any code or documentation that is identified in the RFC as being

copyrighted.

The original and principal author of md5.h is L. Peter Deutsch

<ghost@aladdin.com>. Other authors are noted in the change history

that follows (in reverse chronological order):

2002-04-13 lpd Removed support for non-ANSI compilers; removed

references to Ghostscript; clarified derivation from RFC 1321;

now handles byte order either statically or dynamically.

1999-11-04 lpd Edited comments slightly for automatic TOC extraction.

1999-10-18 lpd Fixed typo in header comment (ansi2knr rather than md5);

added conditionalization for C++ compilation from Martin

Purschke <purschke@bnl.gov>.

1999-05-03 lpd Original version.

C.3.5 非同期ソケットサービス

asynchatモジュールと asyncoreモジュールは次の告知を含んでいます:

Copyright 1996 by Sam Rushing

(次のページに続く)
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All Rights Reserved

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and

its documentation for any purpose and without fee is hereby

granted, provided that the above copyright notice appear in all

copies and that both that copyright notice and this permission

notice appear in supporting documentation, and that the name of Sam

Rushing not be used in advertising or publicity pertaining to

distribution of the software without specific, written prior

permission.

SAM RUSHING DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS SOFTWARE,

INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS, IN

NO EVENT SHALL SAM RUSHING BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, INDIRECT OR

CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS

OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT,

NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT OF OR IN

CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE.

C.3.6 Cookie の管理

Cookieモジュールは次の告知を含んでいます:

Copyright 2000 by Timothy O'Malley <timo@alum.mit.edu>

All Rights Reserved

Permission to use, copy, modify, and distribute this software

and its documentation for any purpose and without fee is hereby

granted, provided that the above copyright notice appear in all

copies and that both that copyright notice and this permission

notice appear in supporting documentation, and that the name of

Timothy O'Malley not be used in advertising or publicity

pertaining to distribution of the software without specific, written

prior permission.

Timothy O'Malley DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO THIS

SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY

AND FITNESS, IN NO EVENT SHALL Timothy O'Malley BE LIABLE FOR

ANY SPECIAL, INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES

WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS,

WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS

ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR

PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE.

C.3.7 実行の追跡

traceモジュールは次の告知を含んでいます:
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portions copyright 2001, Autonomous Zones Industries, Inc., all rights...

err... reserved and offered to the public under the terms of the

Python 2.2 license.

Author: Zooko O'Whielacronx

http://zooko.com/

mailto:zooko@zooko.com

Copyright 2000, Mojam Media, Inc., all rights reserved.

Author: Skip Montanaro

Copyright 1999, Bioreason, Inc., all rights reserved.

Author: Andrew Dalke

Copyright 1995-1997, Automatrix, Inc., all rights reserved.

Author: Skip Montanaro

Copyright 1991-1995, Stichting Mathematisch Centrum, all rights reserved.

Permission to use, copy, modify, and distribute this Python software and

its associated documentation for any purpose without fee is hereby

granted, provided that the above copyright notice appears in all copies,

and that both that copyright notice and this permission notice appear in

supporting documentation, and that the name of neither Automatrix,

Bioreason or Mojam Media be used in advertising or publicity pertaining to

distribution of the software without specific, written prior permission.

C.3.8 UUencode 関数と UUdecode 関数

uuモジュールは次の告知を含んでいます:

Copyright 1994 by Lance Ellinghouse

Cathedral City, California Republic, United States of America.

All Rights Reserved

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and its

documentation for any purpose and without fee is hereby granted,

provided that the above copyright notice appear in all copies and that

both that copyright notice and this permission notice appear in

supporting documentation, and that the name of Lance Ellinghouse

not be used in advertising or publicity pertaining to distribution

of the software without specific, written prior permission.

LANCE ELLINGHOUSE DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD TO

THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND

FITNESS, IN NO EVENT SHALL LANCE ELLINGHOUSE CENTRUM BE LIABLE

FOR ANY SPECIAL, INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY DAMAGES

WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS, WHETHER IN AN

ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS ACTION, ARISING OUT

OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE OF THIS SOFTWARE.

Modified by Jack Jansen, CWI, July 1995:

(次のページに続く)
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- Use binascii module to do the actual line-by-line conversion

between ascii and binary. This results in a 1000-fold speedup. The C

version is still 5 times faster, though.

- Arguments more compliant with Python standard

C.3.9 XML リモートプロシージャコール

xmlrpclibモジュールは次の告知を含んでいます:

The XML-RPC client interface is

Copyright (c) 1999-2002 by Secret Labs AB

Copyright (c) 1999-2002 by Fredrik Lundh

By obtaining, using, and/or copying this software and/or its

associated documentation, you agree that you have read, understood,

and will comply with the following terms and conditions:

Permission to use, copy, modify, and distribute this software and

its associated documentation for any purpose and without fee is

hereby granted, provided that the above copyright notice appears in

all copies, and that both that copyright notice and this permission

notice appear in supporting documentation, and that the name of

Secret Labs AB or the author not be used in advertising or publicity

pertaining to distribution of the software without specific, written

prior permission.

SECRET LABS AB AND THE AUTHOR DISCLAIMS ALL WARRANTIES WITH REGARD

TO THIS SOFTWARE, INCLUDING ALL IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANT-

ABILITY AND FITNESS. IN NO EVENT SHALL SECRET LABS AB OR THE AUTHOR

BE LIABLE FOR ANY SPECIAL, INDIRECT OR CONSEQUENTIAL DAMAGES OR ANY

DAMAGES WHATSOEVER RESULTING FROM LOSS OF USE, DATA OR PROFITS,

WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, NEGLIGENCE OR OTHER TORTIOUS

ACTION, ARISING OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE USE OR PERFORMANCE

OF THIS SOFTWARE.

C.3.10 test epoll

test epollは次の告知を含んでいます:

Copyright (c) 2001-2006 Twisted Matrix Laboratories.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining

a copy of this software and associated documentation files (the

"Software"), to deal in the Software without restriction, including

without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish,

distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to

(次のページに続く)
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permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to

the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be

included in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND,

EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF

MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND

NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE

LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION

OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION

WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

C.3.11 Select kqueue

selectは kqueueインターフェースについての次の告知を含んでいます:

Copyright (c) 2000 Doug White, 2006 James Knight, 2007 Christian Heimes

All rights reserved.

Redistribution and use in source and binary forms, with or without

modification, are permitted provided that the following conditions

are met:

1. Redistributions of source code must retain the above copyright

notice, this list of conditions and the following disclaimer.

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright

notice, this list of conditions and the following disclaimer in the

documentation and/or other materials provided with the distribution.

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE AUTHOR AND CONTRIBUTORS ``AS IS'' AND

ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE

IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE

ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE

FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL

DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS

OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)

HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT

LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY

OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF

SUCH DAMAGE.

C.3.12 strtod と dtoa

The file Python/dtoa.c, which supplies C functions dtoa and strtod for conversion of C doubles to and from

strings, is derived from the file of the same name by David M. Gay, currently available from http://www.netlib.

org/fp/. The original file, as retrieved on March 16, 2009, contains the following copyright and licensing notice:
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/****************************************************************

*

* The author of this software is David M. Gay.

*

* Copyright (c) 1991, 2000, 2001 by Lucent Technologies.

*

* Permission to use, copy, modify, and distribute this software for any

* purpose without fee is hereby granted, provided that this entire notice

* is included in all copies of any software which is or includes a copy

* or modification of this software and in all copies of the supporting

* documentation for such software.

*

* THIS SOFTWARE IS BEING PROVIDED "AS IS", WITHOUT ANY EXPRESS OR IMPLIED

* WARRANTY. IN PARTICULAR, NEITHER THE AUTHOR NOR LUCENT MAKES ANY

* REPRESENTATION OR WARRANTY OF ANY KIND CONCERNING THE MERCHANTABILITY

* OF THIS SOFTWARE OR ITS FITNESS FOR ANY PARTICULAR PURPOSE.

*

***************************************************************/

C.3.13 OpenSSL

The modules hashlib, posix, ssl, crypt use the OpenSSL library for added performance if made available

by the operating system. Additionally, the Windows and Mac OS X installers for Python may include a copy of

the OpenSSL libraries, so we include a copy of the OpenSSL license here:

LICENSE ISSUES

==============

The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. both the conditions of

the OpenSSL License and the original SSLeay license apply to the toolkit.

See below for the actual license texts. Actually both licenses are BSD-style

Open Source licenses. In case of any license issues related to OpenSSL

please contact openssl-core@openssl.org.

OpenSSL License

---------------

/* ====================================================================

* Copyright (c) 1998-2008 The OpenSSL Project. All rights reserved.

*

* Redistribution and use in source and binary forms, with or without

* modification, are permitted provided that the following conditions

* are met:

*

* 1. Redistributions of source code must retain the above copyright

* notice, this list of conditions and the following disclaimer.

*

* 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright

* notice, this list of conditions and the following disclaimer in

* the documentation and/or other materials provided with the
(次のページに続く)
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* distribution.

*

* 3. All advertising materials mentioning features or use of this

* software must display the following acknowledgment:

* "This product includes software developed by the OpenSSL Project

* for use in the OpenSSL Toolkit. (http://www.openssl.org/)"

*

* 4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to

* endorse or promote products derived from this software without

* prior written permission. For written permission, please contact

* openssl-core@openssl.org.

*

* 5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL"

* nor may "OpenSSL" appear in their names without prior written

* permission of the OpenSSL Project.

*

* 6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following

* acknowledgment:

* "This product includes software developed by the OpenSSL Project

* for use in the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)"

*

* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT ``AS IS'' AND ANY

* EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE

* IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR

* PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR

* ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL,

* SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT

* NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES;

* LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)

* HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT,

* STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE)

* ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED

* OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE.

* ====================================================================

*

* This product includes cryptographic software written by Eric Young

* (eay@cryptsoft.com). This product includes software written by Tim

* Hudson (tjh@cryptsoft.com).

*

*/

Original SSLeay License

-----------------------

/* Copyright (C) 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com)

* All rights reserved.

*

* This package is an SSL implementation written

* by Eric Young (eay@cryptsoft.com).

* The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL.

*

(次のページに続く)
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* This library is free for commercial and non-commercial use as long as

* the following conditions are aheared to. The following conditions

* apply to all code found in this distribution, be it the RC4, RSA,

* lhash, DES, etc., code; not just the SSL code. The SSL documentation

* included with this distribution is covered by the same copyright terms

* except that the holder is Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com).

*

* Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in

* the code are not to be removed.

* If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution

* as the author of the parts of the library used.

* This can be in the form of a textual message at program startup or

* in documentation (online or textual) provided with the package.

*

* Redistribution and use in source and binary forms, with or without

* modification, are permitted provided that the following conditions

* are met:

* 1. Redistributions of source code must retain the copyright

* notice, this list of conditions and the following disclaimer.

* 2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright

* notice, this list of conditions and the following disclaimer in the

* documentation and/or other materials provided with the distribution.

* 3. All advertising materials mentioning features or use of this software

* must display the following acknowledgement:

* "This product includes cryptographic software written by

* Eric Young (eay@cryptsoft.com)"

* The word 'cryptographic' can be left out if the rouines from the library

* being used are not cryptographic related :-).

* 4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from

* the apps directory (application code) you must include an acknowledgement:

* "This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)"

*

* THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG ``AS IS'' AND

* ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE

* IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE

* ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE

* FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL

* DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS

* OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION)

* HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT

* LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY

* OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF

* SUCH DAMAGE.

*

* The licence and distribution terms for any publically available version or

* derivative of this code cannot be changed. i.e. this code cannot simply be

* copied and put under another distribution licence

* [including the GNU Public Licence.]

*/
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C.3.14 expat

The pyexpat extension is built using an included copy of the expat sources unless the build is configured

--with-system-expat:

Copyright (c) 1998, 1999, 2000 Thai Open Source Software Center Ltd

and Clark Cooper

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining

a copy of this software and associated documentation files (the

"Software"), to deal in the Software without restriction, including

without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish,

distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to

permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to

the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included

in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND,

EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF

MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT.

IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY

CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT,

TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE

SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE SOFTWARE.

C.3.15 libffi

The ctypes extension is built using an included copy of the libffi sources unless the build is configured

--with-system-libffi:

Copyright (c) 1996-2008 Red Hat, Inc and others.

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining

a copy of this software and associated documentation files (the

``Software''), to deal in the Software without restriction, including

without limitation the rights to use, copy, modify, merge, publish,

distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, and to

permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to

the following conditions:

The above copyright notice and this permission notice shall be included

in all copies or substantial portions of the Software.

THE SOFTWARE IS PROVIDED ``AS IS'', WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND,

EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF

MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND

NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT

HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY,

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM,

OUT OF OR IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER

DEALINGS IN THE SOFTWARE.

C.3.16 zlib

The zlib extension is built using an included copy of the zlib sources if the zlib version found on the system is

too old to be used for the build:

Copyright (C) 1995-2010 Jean-loup Gailly and Mark Adler

This software is provided 'as-is', without any express or implied

warranty. In no event will the authors be held liable for any damages

arising from the use of this software.

Permission is granted to anyone to use this software for any purpose,

including commercial applications, and to alter it and redistribute it

freely, subject to the following restrictions:

1. The origin of this software must not be misrepresented; you must not

claim that you wrote the original software. If you use this software

in a product, an acknowledgment in the product documentation would be

appreciated but is not required.

2. Altered source versions must be plainly marked as such, and must not be

misrepresented as being the original software.

3. This notice may not be removed or altered from any source distribution.

Jean-loup Gailly Mark Adler

jloup@gzip.org madler@alumni.caltech.edu
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付録 D

Copyright

Python and this documentation is:

Copyright 2001-2019 Python Software Foundation. All rights reserved.

Copyright 2000 BeOpen.com. All rights reserved.

Copyright 1995-2000 Corporation for National Research Initiatives. All rights reserved.

Copyright 1991-1995 Stichting Mathematisch Centrum. All rights reserved.

ライセンスおよび許諾に関する完全な情報は、歴史とライセンスを参照してください。
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